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所には可能性や成果を引き出す連結点が形成されやすい。一方、その連結点では、

種々の価値、実践を接合させる力が問われることになる。したがって、支援活動に

おいては、外部者、内部者両方の視点を交差させられる存在が、境界を越えた実践

や創発において大きな促進剤となる。 

 

 

 

 

このような理論的枠組みを踏まえて、次節では、佐賀県の災害対応を事例に、外

部者と内部者の境界連結活動の動態を捉え、特に COVID-19 影響下で効果的に災害

対応を行う上でのバウンダリースパナーの重要性の高まりを明らかにし、その実現

を可能にする要因を分析する。本稿で捉える境界は、主に「県内団体/県外団体」あ

 
える―「バウンダリー・スパニング」6 つの実践』英知出版、35 頁。 

出典（アーンストとメイソン、2018: 35） 
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るいは「被災市町内/被災市町村外」などの分類による外部者と内部者の境界、また、

政府、NPO、企業などのセクター間の境界である。 
 

 

第 2 節 佐賀の災害対応  
2-1 佐賀県の災害とその対応  
佐賀県は、南海トラフ地震の想定死者数が九州で唯一、「0」の県であり、他県と

比べ、災害の少ない県とされている。しかしながら、近年気候変動の影響もあり、

頻繁に大雨、洪水、台風による被害を受けている12。特に 2017 年以降、九州北部で

豪雨、大雨や短時間の強雨による災害が毎年起こっていることから、今後も大規模

災害が頻発化・激甚化する傾向にあると分析されている13。そして、佐賀県では、2018

年 7 月豪雨などの大規模災害において、行政を中心に対応する「公助の限界」が浮

き彫りになったため、防災・減災の体制づくりの目標として、「『自助』『共助』『公

助』の適切な連携により迅速かつ的確に対応し、県民の安全安心を確保して救える

命を救う防災・減災対策を確立すること」が掲げられている14。 

本稿では、今後佐賀県において重点的に求められている連携の中でも、特に「共

助」を担う NPO や CSO（Civil Society Organization）15を中心とする災害対応や、

「共助」と「公助」の連結点に焦点を当てたい。NPO や CSO に着目する理由は、近

年の頻発する大規模な危機対応において、従来の「公助」を中心とした垂直的な対

応では限界が生じ、様々なアクターが参画するネットワークガバナンスへの変革が

求められているからである16。事例としては、2019 年の大雨・台風17の対応とを比較

しながら、COVID-19 影響下で起こった 2021 年の大雨災害18への県レベルの災害対

 
12 佐賀県ホームページ「佐賀県の災害の概要」 https://www.pref.saga.lg.jp/kiji003989/index. 

html（2022 年 3 月 25 日アクセス）。 
13 佐賀県、2019、『佐賀県総合計画 2019 ―人を大切に、世界に誇れる佐賀づくりプランー』、

7 頁。 
14 上掲書、第 3 章 1-4。 
15「NPO」は、内閣府（2020）の「多様な被災者支援主体の連携体制の構築・強化ガイドラ

イン（案）〜円滑かつ効果的な被災者支援のために〜」の定義では、「特定非営利活動法人」

の法人格を有する組織（NPO 法人）だけでなく、様々な市民活動団体の総称を指す。一方、佐

賀県の政策文書で使用されている「CSO」とは、法人格の有無を問わない、ボランティアグルー

プや NPO 法人などの「志縁組織」、そして地域活動を担ってきた地域住民で構成される自治会

や婦人会を含む「地縁組織」を合わせたものと定義されている（佐賀県、2004、「県民協働指

針」、16 頁）。どちらも似た領域をさすが、本稿では、佐賀県の政策を説明する際は、正確を記

すために、「CSO」の表記を用い、それ以外の説明では「NPO」と表記する。 
16 菅野拓、2021、『災害対応ガバナンス』ナカニシヤ出版。 
17 被災規模は、約 378 億円に上り、住宅被害は総計 6,134 棟。（佐賀県、2020、「平成 31 年・

令和元年災害の概要」1 頁。） 
18 被災規模は、約 390 億円に上り、住宅被害は総計 3,423 棟。（佐賀県、2022、「令和 3 年 8
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応を取り上げる。NPO や CSO、及び県庁関係者へのインタビューや、政策文書、新

聞記事などをもとに分析する。 

 

2-2 災害対応における行政と NPO のバウンダリースパニング 
1）佐賀災害プラットフォーム（SPF）による災害対応 
佐賀県の災害対応において、県域で多様なアクターをつなげる中間組織として大

きな役割を果たしているのが SPF である。SPF の前身は、東日本大震災や熊本地震

などで外部から被災者支援を行うために佐賀の NPO 有志が支援を展開した「佐賀県

から元気を送ろうキャンペーン」である。2016 年の熊本地震の際に支援活動を同キャ

ンペーンで展開する中で、佐賀県内で同様の災害が起こったときに、「県内組織だけ

では対応できない。佐賀県内で外部の支援を受ける際の仕組みを作っていかないと

間に合わない」という認識が深まり、2016 年、任意団体として SPF が立ち上がった

19。SPF は様々な団体や組織をつなぎ、県内外への被災地域へ、人・もの・資金を仲

介する活動を実施することを目的とする、災害対応の中間組織である。2022 年 2 月

時点で、58 団体が賛同し、活動に関わっている20。SPF の設立当時、2016 年の熊本

地震に加え、2017 年九州北部豪雨、2018 年西日本豪雨のように、深刻な自然災害が

毎年のように起こり続けたため、佐賀県においても受援の仕組みの機能化は急務で

あると認識されていた。佐賀県内の賛同団体が中心となり、医療支援、外国人支援、

資金調達など分野別に 9 つのタスクに分かれて、具体的な期限や成果目標を定め、

災害対応の仕組みづくりが進められた21。SPF の準備に関わった多くの賛同団体は、

所属団体の活動としては災害対応以外を専門としていたが、災害リスクが佐賀県に

も差し迫っているという認識のもと、災害対応という共通の目標に向けて様々な分

野の知見を結集させることになった。 

災害対応における、官民連携や中間支援の機能は、特に東日本大震災を機にその

必要性が検討されるようになった。多様な被災者のニーズに対応するためには、「行

政による公的な施策・制度」や「災害ボランティアセンターを通じたボランティア

活動」のみならず、「NPO 等によるきめ細やかな多様な支援」が求められており、「行

政・NPO・ボランティア等の三者」による幅広く多様な主体の連携・協働が必要で

あるという認識が広がったからである。多様な支援団体が被災地で活動するように

なったことで、全体として適切な支援活動が行われるよう調整する中間支援組織の

 
月 11 日からの大雨による被害状況等をお知らせします（2 月 16 日 9 時 00 分現在）」、 

https://www.pref.saga.lg.jp/bousai/kiji00381950/index.html（2022 年 3 月 25 日アクセス）。 
19 SPF 関係者へのインタビューによる（2021 年 11 月、2022 年 2 月、3 月）。 
20 SPF ホームページ、「SPF について」、https://s-spf.com/about （2022 年 3 月 25 日アクセ

ス）。 
21 SPF 関係者へのインタビューによる（2021 年 11 月）。 
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役割が不可欠になっていった。このような動きは、政府の「防災基本計画」にも反

映されている。2018 年 6 月には三者連携について、「国及び市町村（都道府県）は、

ボランティアの自主性を尊重しつつ、日本赤十字社、社会福祉協議会、ボランティ
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ア団体及び
、、、、、

NPO
、、、

等との連携を図るとともに、中間支援組織を含めた連携体制の構築
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

を図り
、、、

、災害時において防災ボランティア活動が円滑に行われるよう、その活動環

境の整備を図るものとする」と明記された。さらに、2019 年 5 月には、「国及び市町

村（都道府県）は、行政・
、、、

NPO
、、、

・ボランティア等の三者で連携し
、、、、、、、、、、、、、、、

、平常時の登録、
、、、、、、、

研修制度、災害時における防災ボランティア活動の受入れや調整を行う体制、防災
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ボランティア活動の拠点の確保、活動上の安全確保、被災者ニーズ等の情報提供方
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

策等について意見交換を行う情報共有会議の整備・強化
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

を、研修や訓練を通じて推

進するものとする」と具体的な三者連携に必要な内容が追記されている（傍点は筆

者による）22。 

SPF にとって、最初に受援としての中間支援組織の機能を試されたのが、2019 年

大雨・台風災害であった。被災規模が大きかったため、外部から多くの団体が支援

に入った。しかし、発災直後は、SPF は様々な要因が重なって支援団体間の調整会

議をすぐに立ち上げることができず、外部団体が主導する調整会議が行われること

になった。SPF が佐賀県、県社会福祉協議会と共に準備を重ねてきたにもかかわら

ず、外部団体主導の体制による調整が始まったことで、関係者には戸惑いと混乱が

見られたという23。しかし、第 3 回目会合時から、「葉隠会議」と名づけられた支援

団体間の調整会議が、SPF が中心となって運営された。ただし、初めて本格的に行

う調整会議であったため、会議の進行・運営や、県内のニーズを汲み上げ、効果的

に支援団体の活動とマッチングを行うことなどに課題が残った24。 

そして、翌年、COVID-19 の世界的大流行の中、2020 年 7 月 3 日〜8 日にかけて、

九州地方を中心とした豪雨災害が起こり、特に熊本県が大きな被害を受けた。支援

関係者は日本国内で初めて COVID-19 影響下での本格的な自然災害対応が求められ

た。しかし、熊本県では被災直後に県外から派遣された応援行政職員やマスコミ関

係者が COVID-19 に感染したことが判明し、県外からの被災地入りの方針をめぐっ

て支援団体関係者が右往左往することになった。7 月 12 日には熊本県域における災

害対応の中間組織である熊本災害団体ボランティアネットワーク（KVOAD）から、

県外からのボランティア、NPO 等を保留する方針25が発表され、その後、7 月 27 日、

 
22 「防災基本計画」https://www.bousai.go.jp/taisaku/keikaku/pdf/kihon_basicplan.pdf（2022

年 3 月 25 日アクセス）。 
23 SPF 関係者へのインタビューによる（2021 年 11 月）。 
24 SPF 関係者、佐賀県庁県民協働課へのインタビューによる（2022 年 1 月、2 月、3 月）。 
25 KVOAD、「第 286 回火の国会議議事録（2020 年 7 月 12 日）」。 
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「外部支援者に対して熊本県内の被災市町村或いは市町村社会福祉協議会等により

支援の要請があった場合は、専門ボランティアのみ、感染対策を十分に行った上で

県外から被災地に入る活動が可能」という方針が出された26。多くの団体にとっては、

行政機関が緊急事態によって混乱している状況での支援要請の取得は至難であり、

支援は中止されたり、大幅に遅れることになった27。緊急期の支援に関わっていた外

部支援者は当時の状況を、「自分たちがよそ者であるという区別を感じる場面が多く

あった」と語っている。また、「行政機関が要請すれば県外団体が被災地で活動可能

とした点については、行政が住民のニーズを把握しない場合はニーズがないと判断

される危険性も兼ね備えており、住民の生活再建への負の影響を与えかねない」と

の懸念が複数寄せられた28。さらに、外部者が入りにくいことで、被災地の復旧、復

興が大幅に遅れ、被災者にしわ寄せがいく状況や、遠隔支援のみで行う活動では、

変動する現場のニーズに応えにくいことも明らかにされた。そして感染症対応を配

慮し、現地提携団体と調整することで、被災地に入る活動を探っていける可能性も

示された29。 

SPF は、このような熊本県などの災害対応の状況や、2019 年の大雨災害で佐賀県

内関係者のみの対応での限界に直面した経験も踏まえて、2020 年から COVID-19
影響下であっても佐賀県内の災害時にどうすれば外部支援団体を受け入れられるの

かについて、佐賀県庁、県社会福祉協議会と議論を続けていた。そして、2021 年に

佐賀県で大雨災害が発生した際は、いち早く外部団体を受け入れる方向性が合意さ

れ、発災数日後に SPF は外部支援団体に対して支援活動ができるという方針を公表

した。同時期に熱海での土砂崩れ災害も起こっており、外部支援者の被災地へのア

クセスを最初の時点で断ると、以降外部支援者の支援が入ってこないのではないか

という懸念もあったという30。外部支援者に対する活動指針としては、「コロナ禍で

の域外への支援要請の為のガイドライン」31を策定し、支援開始前に外部支援団体に

団体登録や PCR 検査などの感染防止策の徹底を依頼し、面談をして面識を持った団

体に対して、SPF のステッカーを配布し、そのステッカーを車に貼付してもらうこ

 
26 KVOAD ホームページ「令和 2 年 7 月豪雨災害 熊本県外から災害支援のために来県さ

れた団体及び今後来県予定の団体の皆様へ」。https://www.kvoad.com/2020/07/27_27.html
（2020 年 9 月 10 日アクセス）。 

27 桑名、2020、前掲論文。 
28 ジャパン・プラットフォーム加盟団体へのアンケート調査（2020 年 11 月）による。 
29 桑名恵、2021、「2020 年 7 月豪雨災害支援プログラム初動対応期振り返り―外部専門家報

告書」ジャパン・プラットフォーム。 
30 SPF 関係者へのインタビューによる（2021 年 11 月、2022 年 2 月、3 月）。 
31 SPF ホームページ、「佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）加盟団体による コロナ禍で

の域外への支援要請等の為のガイドライン」  
https://s-spf.com/wp-content/uploads/2022/03/spf_guideline.pdf（2022 年 3 月 25 日アクセス）。 
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とで、地元住民の安心を高められるような工夫を行った。PCR 検査については SPF
が日本財団や佐賀県からの助成を受けていたため、外部支援団体が費用を負担する

必要はなく、手続きを円滑に進めることができたという。さらには佐賀未来創造基

金を通じて、佐賀県内外の CSO に一律 10 万円を助成する体制も整備し、支援者の

活動を促進した。そして、2019 年の SPF の活動で課題として指摘されていた、支援

のマッチング機能については、「求められている支援・物資」、「物資提供申出情報」

を常に Web サイトで確認できる掲示板を整えた32。これらの仕組みは、全般的にう

まく機能したが、移り変わる被災地ニーズを即時的に把握することや、被災自治体

によっては外部支援者に対する理解を得にくいなどの問題点も浮かび上がった33。こ

うした課題への対応としては、平時からの市町村レベルでの理解促進や関係構築の

必要性が認識され、SPF は、2021 年 10 月以降、復旧支援や平時の防災活動などに

おいて、武雄市、嬉野市、小城市などと災害発生時の連携・協力協定を締結してい

る34。 

 

2）県民協働の実践 
佐賀県では、人口減少と高齢化、多様な県民ニーズへの対応などの状況から、地

域課題全般に対して行政のみでは限界があるという前提で、多様な主体による県づ

くりが推進されてきた。その一つの方策が「県民協働」であり、「県民協働指針」と

して 2004 年にまとめられた35。この指針における協働とは、「『異種・異質の組織』

が、『共通の社会的な目的』（公益の実現）を果たすため、それぞれの特性を持ち寄

り、『対等な立場』で『協力して共に働く』こと」とされ、特に NPO を含む CSO と

行政の協働を対象としている。この指針は、県と CSO が集まって顔を突き合わせ、

特に CSO の意向を反映して、濃密な議論をした上でまとめられたものであるとい

う。こうした方針を作る過程で、県や CSO 関係者の信頼関係が構築され、災害分野

においても官民連携を円滑に進める土台になった36。 

佐賀県における災害対応の県民協働の形は、2019 年の豪雨災害から、その試行が

 
32 SPF ホームページ、「支援申出/受け入れ」https://s-spf.com/sien#（2022 年 3 月 25 日ア

クセス）。 
33 佐賀県庁県民協働課へのインタビューによる（2022 年 2 月）。 
34  佐賀新聞 Live、「災害対応の連携、平時から武雄市が支援団体と協定」（2021/10/19）、

https://www.saga-s.co.jp/articles/-/756358（2022 年3 月25 日アクセス）。佐賀新聞Live、「嬉野市、佐賀

災 害 支 援 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と 協 定 8 月 大 雨 の 復 旧 支 援 」 (2021/10/1 ）、

https://www.saga-s.co.jp/articles/-/748042（2022 年3 月25 日アクセス）。朝日新聞、「小城市が4 団体と

災害支援協定」2021 年11 月24 日、https://www.asahi.com/articles/ASPCR6SK4PCMTTHB008.html、
（2022 年3 月25 日アクセス）。  

35 佐賀県、2004、「県民協働指針」、2 頁。

https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00331710/3_31710_2_sisin1.pdf、（2022 年 3 月 25 日アクセス）。 
36 佐賀県庁県民協働課へのインタビューによる（2022 年 2 月）。 
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本格的に始まった。その仕組みづくりは、県のみならず、県社会福祉協議会、SPF
との三者が常に集まり、共に話し合いながら作り上げたという。最初から三者の役

割分担が明確にあったわけではなく、平時から災害対応時まで、課題が認識される

度に三者で議論を重ねる中で、共通認識ができていったと関係者は口を揃えて語

る37。佐賀県は地理的にも小さくまとまっているため、お互いに集まりやすいという

要因もあるが、三者の間で信頼関係が築かれ、被災地の復興という共通する目標を

持ち、その実現に向けて、セクターの境界を越えたチームの一体感ができているか

らであろう。また、佐賀県と SPF は 2019 年に災害時の連携協定を締結した38。佐賀

県災害対策本部会議には SPF 代表者が出席している。CSO の声を発信しつつ、会議

の情報を即時的に CSO と共有でき、県の政策との連携も実現しやすい環境が整えら

れている。 

災害対応において県民協働を促進するもう一つの場としては、県が主催し、SPF
に委託している市町村レベルでの「災害時における協働研修」の実施がある。県内

では市町村によって支援を受ける「受援力」に差があるため、被災し受援した経験

値の高い市町村のノウハウを、他地域に移転するための研修である。そもそも、日

本では、NPO や CSO の認知度が全般的に低く、NPO や CSO は行政組織の認知、

信頼を得るために、災害対応時に行政組織と一から関係を築く必要があることもし

ばしばで、活動実施に困難を抱えることが多い39。このような課題を軽減するため、

県庁は平時から、市町村の自治体の CSO 担当課だけでなく、福祉や防災担当など複

数課に「災害時における協働研修」に参加を働きかけるなどの橋渡しをしている。

また、研修の準備の過程でも、県、市町村の行政機関、SPF、社会福祉協議会などの

関係者の間で、相互交流する機会が生まれ、信頼醸成につながっている40。県の「県

民協働」政策による強い推進力が、セクターを越えた協働の実現に果たした役割は

大きいと考えられる。ただし、佐賀県全域で SPF などの CSO の理解や認知度を広

げるという点でまだ課題が多い。 

 

3）県外の CSO 誘致政策 
佐賀県のさらなる境界連結の政策として、「地域活性化のための県外 CSO 誘致事

業」がある。地域の課題解決を図るために、多様な主体が公共サービスを担うこと

を促進するため、さまざまな分野でトップランナーとして活躍している県外の CSO
 

37 SPF 関係者、佐賀県庁県民協働課へのインタビューによる（2022 年 1 月、2 月、3 月）。 
38 佐賀県ホームページ「令和 3 年 8 月豪雨災害に伴う佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）

との連携による被災者支援について」https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00382214/index.html
（2022 年 3 月 25 日アクセス）。 

39 ジャパンプラットフォーム加盟団体へのインタビュー調査（2020 年 11 月）による。 
40 佐賀県県民協働課へのインタビューによる（2022 年 2 月）。 
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を誘致している。企業誘致を導入している自治体は多いが、 CSO を本格的に誘致

している自治体は他に類を見ない。平成 27 年度から誘致事業が開始され、2022 年

現在、12 団体の CSO が佐賀で活動している41。 

佐賀県としては、県外の CSO を誘致することにより、人材の流入や雇用を生み出

すとともに、誘致された CSO と交流することでノウハウの提供を得て、県内の CSO
のスキルアップやさらなる地域課題の解決につなげられる。例えば、規模の大きい

CSO の資金調達のノウハウや専門的な最先端の情報がもたらされる効果などが現れ

ている42。また CSO にとっては、県や佐賀未来創造基金から助成金などの各種サポー

トを受けながら、自治体と誘致 CSO が協働する新たな事業が展開でき、さらにはふ

るさと納税の仕組みを活用した効果的な資金調達ができる43。ふるさと納税は、一旦

県に受け入れて、CSO に寄付金として交付する形態をとり、CSO に使い勝手がよい

ように工夫されている。誘致 CSO の多くは資金調達力が飛躍的に上がったと、その

メリットの大きさを指摘する44。さらに、佐賀県により誘致 CSO と地元の団体と交

わる交流イベントが多く設けられ、CSO、行政、市民などを橋渡しする関係づくり

が意識されている。山口佐賀県知事は、県外の CSO の誘致について「志の誘致」と

述べ、「身内で固まっているとアイデアも出てこないし、人間関係が固定化されるの

で、外部の考えを取り入れるために誘致し、交流するためのベースを私たちがしっ

かりつくる」とし、行政が「クチは出さずに下から支える」ことの重要性を強調し

ている45。 

このような CSO 誘致は、災害対応分野においても、バウンダリースパニングに大

きな役割を果たしている。2016 年の熊本地震支援の際、災害対応分野を専門とする

誘致団体であるシビックフォース（CF）と SPF の前身である「佐賀から元気を送ろ

うキャンペーン」との連携による活動が行われたことで、佐賀県内団体の問題意識

が高まり、SPF 設立への動きの一つのきっかけとなった。阪本は、日本国内の災害

対応における協働ガバナンスが促進された要因として、災害に関わる NGO46や NPO
が海外における人道支援を通して被災地支援における知や技術を得ていたことを指

 
41 佐賀県ホームページ「NPO・NGO 経営者の皆さまへ 佐賀県を活動の拠点にしませんか？」

https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00346571/index.html（2022 年 3 月 25 日アクセス）。 
42 佐賀県庁県民協働課へのインタビューによる（2022 年 2 月）。 
43 佐賀県、2021、「SAGA×CSO guidebook」、2 頁。 
44 誘致 CSO 関係者へのインタビューによる（2021 年 11 月、2022 年 2 月、3 月）。 
45 「“自発”を重視し、県民一人ひとりを主役にした取り組みをめざす クチは出さずに下

から支える それが佐賀県政の特徴です 佐賀県知事 山口 祥義」自治体オンライン 自治体

通信 Vol.09（2017 年 7 月号）https://www.jt-tsushin.jp/interview/jt09_yamaguchi/（22 年 3
月 25 日アクセス）。 

46 国際的な問題に取り組む団体は「NGO」、国内や地域の問題に取り組む団体は「NPO」と

いう意味で用いる。 
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摘している47。CF、ピースウィンズ・ジャパン、日本レスキュー協会、難民を助

ける会など災害対応を専門とする誘致 CSO は、海外での人道支援の活動経験が豊富

であり、SPF には執行部あるいはメンバーとして関わり、様々な知見の共有を行なっ

たことが、SPF の災害対応のバージョンアップにつながったと考えられる。 
一方、誘致 CSO にとっては、平時の交流の場を通じて、佐賀県広域で多様な組織

と関係性を育んでいることが、災害時の円滑な活動実施につながっている。また、

県外からの外部支援者として入ると一時的な関わりとなってしまうが、平時から被

災県に身を置くことで、復旧、復興も含めた長いプロセスで、外部支援者であれば

見えてこなかった視点を持つことができるということだ48。さらには、佐賀県で活動

をしていることで、他の九州地域や、全国レベルの組織につながることがあり、誘

致される前よりも、飛躍的に幅広いネットワーク構築が可能になっている団体もあ

る49。 

 

 

第 3 節 バウンダリースパニング・リーダーシップモデルからの考察 
佐賀県の災害対応においては、2 節でまとめたように、中間支援組織の機能化、官

民協働の推進、県外 CSO の誘致など、県内関係者と県外関係者の境界をつなげるた

めの様々な工夫や、対話や交流を通じて組織やセクターの境界の連結点が生み出さ

れていた。本節では、2 頁に記した「バウンダリー・スパニング・リーダーシップモ

デル」をもとに、SPF を中心とした災害対応の仕組みづくりで境界連結を可能にし

た要因を整理し、次項で境界連結によって生まれたインパクトを掘り下げる。 

 
3-1 バウンダリースパニングを可能にした要因 

境界連結活動の第一段階は「境界のマネジメント」である。アーンストとメイソ

ンによると、まず境界を明確にして、メンバーが「安心・安全を確保する（バッファ

リング）」ことが重要であるという。内部メンバーの安心がないと、境界を越えて連

携をするという動きにはなりにくいからである。具体的には、組織のアイデンティ

ティやミッションを明確にし、チームビルディングの活動やイベントを大事にして

帰属意識を高めることなどが挙げられている50。SPF の場合は、行政、NPO や CSO、

企業などの多様な支援組織のリソースをつなぐという共通の目的を明確にし、メン

 
47 阪本真由美、2021、「東日本大震災における緊急人道支援」内海成治他編『緊急人道支援

の世紀：紛争・災害・危機への新たな対応』ナカニシヤ書店、265 頁。 
48 誘致 CSO 関係者へのインタビューによる（2022 年 3 月）。 
49 誘致 CSO 関係者へのインタビューによる（2022 年 3 月）。 
50 アーンストとメイソン、2018、前掲書、131 頁。 
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バー団体の協働を促した。発災前の準備段階では、タスクフォースに分けた少人数

での作業を進め、県からの予算を受けて期限と目標の成果を定め、SPF 全体の仕組

みとしてつくりあげていった。SPF の活動開始以前に、「県民協働指針」策定プロセ

スでの議論や「佐賀から元気を送ろうキャンペーン」の活動などにより、もともと

主要なメンバー間の関係性が構築できていたことも、メンバーの安心・安全の確保

に大きく貢献したと考えられる。 

「境界のマネジメント」の次の実践は、自分達の集団の境界線を理解した上で、他

の集団に対する理解を深めるために、他集団への「敬意を育む（リフレクティング）」

ことである。「彼ら」、「私たち」のように集団を区別しようとする抵抗に抗い、お互

いを受け入れようと促す実践である51。SPF の場合の主な他集団は、県庁等の行政機

関や社会福祉協議会、外部支援者などである。災害対応などの社会課題における「県

民協働」政策が県行政として強力に後押しされていたことで、SPF、県庁、社会福祉

協議会との対話のチャンネルが開かれ、さらにはそれぞれの担当者の配慮もあって、

対話が円滑に丁寧に進められた。さらに、佐賀県の場合、自分達のみの対応力では

難しいという共通の出発点が、他集団への敬意を育み、信頼を生みやすい状況を作っ

ているといえる。一方で、市町村レベルでは、NPO や CSO の役割や外部支援者に

対する理解が十分ではない自治体もあり、平時の研修や交流などを通じて多様なレ

ベルの集団間の「敬意を育む」過程の実践は引き続き強化していく必要がある。 

第二段階は、「共通の土台づくり」である。この段階では、集団間の共通点に注意

を向けて、「信頼を築く（コネクティング）」、「コミュニティを築く（モビライジン

グ）」の実践が重要になる。「信頼を築く」では、人々を結びつけ、他の集団に橋を

かけて、境界を無効にし、集団相互の信頼を築いていく。そして、「コミュニティを

築く」では、集団を越えた共通の目的やアイデンティティを確立して、もっと大き

く、包摂的な、全員が共有する新しいコミュニティを築く実践である52。SPF の場合、

外部支援者が入った災害時の支援活動の調整が、それらの実践の場となった。支援

活動の調整会議の開催や、コロナ禍の指針の策定とその実践が、多様な組織をつな

げ、「信頼を築く」場となった。COVID-19 対策の工夫を盛り込んでガイドラインを

定め、面談をし、助成金を準備するなど、外部者と内部者の間になんとか橋をかけ

ようとするプロセスが、県外支援者と県内支援者の境界を少しずつ溶かすことにつ

ながった。そして、被災地での迅速で効果的な支援の実現という共通の目的の下で、

被災地のニーズと外部支援者の支援の可能性をマッチングする機能を充実させるこ

とで、境界を越えて「コミュニティを構築する」働きを促した。しかし、普段は顔

を合わせていない外部支援者と共にコミュニティを構築する実践は、様々な意向が

 
51 前掲書、153 頁。 
52 前掲書、177-199 頁。 
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交差する中、衝突や問題も発生し、SPF は板挟みの立場におかれることもあった53。

また、調整会議で共有されることは、被災地の状況の一側面に過ぎず、見落とされ

ている問題も多い。会議の場だけに頼らず、被災地に赴き、支援関係者、被災者と

接し、被災状況の調査を行うなどの、多方面からのアプローチが求められ、メンバー

の膨大なエネルギーを要した。さらなる頻度や規模での災害が起こる場合を想定す

ると、担い手が足りないという課題が突きつけられることにもなった54。 

 

3-2 バウンダリースパニングから生まれたインパクト 
第三段階は、新しい可能性が生まれ、最も先進的、画期的な思考につながる発見

がもたらされる「新たなフロンティアの発見」である。この段階の実践としては、「相

互依存を高める（ウィービング）」と「再構成を可能にする（トランスフォーミング）」

が挙げられている。「相互依存を高める」では、各アクターが独自のアイデンティティ

や目的を維持しながら、それらの集団を大きな全体の中に統合する。個々の集団だ

けでは達成できない相互依存的な目標を定めるなどがそれにあたる55。2021 年の豪

雨災害の対応では、COVID-19 影響下にあっても、県域レベルで外部支援者との基

本的な調整機能は達成できた一方で、市町村レベルでの調整や橋渡しには課題が

残った。市町村レベルで活動する CSO や町おこし協力隊員が連携のハブとなって、

外部支援者との連携が促進された市町村もあったが、さらに広域で機能できるよう

関係を編み込んでいく必要がある。発災半年後から始まった、市町村レベルでの「災

害時における協働研修」は、SPF が実施し講師を務めることで、SPF を含む CSO の

認知を上げ、さらなる大きな領域で相互依存を高める活動といえる。今後、それら

の効果が期待される。 

また、バウンダリースパニングから生まれるインパクトとしては、SPF の災害対

応の経験の「再構成」を通して新しいフロンティアが拓かれる試みが現れている。「再

構成」では、現在の経験や知識を新しい目標に向けた起点として活用し、集団がそ

の境界線を切断し、集団を再編することで、新しいアイデンティティや可能性が現

れるプロセスである56。SPF の実践から再編成された動きの一例として、金融機関で

10 年以上出し入れのない「休眠預金」を活用した、人材育成のための「九州全県の

被災者の緊急復旧・復興支援〜新型コロナ禍における緊急被災者支援事業」がある。

この休眠預金事業は、SPF の共同代表を務める佐賀未来創造基金が幹事団体となり、

中間支援団体として災害支援を行なっていた有志団体が集まり設立した「九州防災

 
53 SPF 関係者からのインタビューによる（2022 年 1 月）。 
54 SPF 関係者からのインタビューによる（2022 年 1 月）。 
55 前掲書、229 頁。 
56 前掲書、255 頁。 
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減災連携推進協議会」など併せて 5 団体が資金配分団体となっている。つまり、SPF
の活動を起点にして、災害対応の構想を九州全域に広げている。今後、日本国内で

同時多発的に災害が起こる可能性もあり、2021 年の COVID-19 影響下で試行され

た災害対応の仕組みだけでは人材が圧倒的に足りないという危機感から、災害対応

を専門とする県外の団体に頼る体制ではなく、近隣地域の団体を育成し、九州独自

のモデルを構築することを目指している。災害専門の担い手を育成するというより

は、災害対応以外の平時の活動を行いながら、BCP(事業継続計画)として災害対応

も担いデュアルモードで活動できる団体の育成を狙っている。具体的には、コロナ

禍での支援活動のガイドライン作りや、地域企業からの人・物・資金の継続支援、ICT
等のテクノロジーを活用した新たなシステム構築に資する事業に助成する。すでに

被災した地域において、コロナ禍により遅延している復旧・復興を支援する事業や、

行政と地域の橋渡し役を担う「中間支援組織」を県内各地に増やす取り組みも後押

しする57。2021 年度分は、九州全域を助成対象に総額１億 6 千万円が 14 団体に助

成され、さらに佐賀県内を助成対象にしたコロナ禍での災害支援事業として総額 2

億 6 千万円分が 2022 年度にまたがって助成される予定である58。休眠預金は、元々

NPO などからの政策提言が実を結んだ制度であり、本事業の実施を通じて、今後様々

な政策提言のチャンネルにもつなげ、法的な枠組みの改正などの働きかけを視野に

入れている59。 

もう一つの「再構成」の例は、日本レスキュー協会が大町町で建設している災害

救助犬やセラピー犬の育成・派遣施設の開設である。日本レスキュー協会は、佐賀

県に誘致された当初から救助犬育成のための施設の開設を計画していたが、条件に

合致する土地を見つけることができていなかった。ところが、SPF の事務局長とし

て、2019 年の災害時に大町町で支援活動に関わったことをきっかけに、大町町の人々

との関係性が深まり、救助犬育成のための施設構想を関係者に話す中で、大町町か

ら賛同を得て、土地の貸与を受け、施設を建設できることになった60。さらにはこの

施設建設の計画を進めるプロセスで、様々な関係組織から連携の申し出があり、日

本レスキュー協会や大町町のみならず、九州全域の社会福祉協議会のロジスティク

スの拠点や、平時の災害訓練拠点としても使用される予定である。このように、施

設建設とこれまでの活動から生まれた関係性が相乗的にもたらす連携のインパクト

 
57 九州防災減災対策協議会（九災対）、幹事団体:公益財団法人佐賀未来創造基金「〜九州全

県の被災者の緊急復旧・復興支援〜新型コロナ禍における緊急被災者支援事業（休眠預金等活

用事業）2020 年度実行団体公募要綱」、2021 年 2 月。 
58 佐賀未来創造基金関係者へのインタビューによる（2022 年 1 月）。 
59 佐賀未来創造基金関係者へのインタビューによる（2022 年 1 月）。 
60 佐賀新聞、「災害犬、セラビー犬・・・大町で育成」、2020 年 10 月 26 日。 
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は想像以上のものだったという61。岡事務局長が日本レスキュー「協会の活動の幅を

広げるだけでなく、大町町の災害復興のシンボルとして、そして九州、全国から期

待される拠点にしたい」62と語るように、SPF の枠組みを越えた大きな領域でのバウ

ンダリースパニングの実現のインパクトが生まれつつある。 

 

3-3 「内部者兼外部者」の役割 
3-1、3-2 でまとめた、バウンダリー・スパニングリーダーシップを可能にする 6

つの要因に付け加えて、佐賀県において境界連結のプロセスをさらに促進した要因

としては、「内部者兼外部者」の視点が大きな役割を果たしたと考えられる。「内部

者兼外部者」の視点を持つ存在としては、誘致 CSO がまず挙げられる。国内外で

外部者として支援を行ってきた災害対応の専門的な知識・実践で県内 CSO に刺激を

与え、SPF においては内部者となって事務局や執行部として支えた。国内の支援の

みならず、海外において、外部者として活動してきた経験があるからこそ、外部者

が連携時に何を欲しているのか、連携には何が必要なのかを理解しやすい。そして、

グローバルな災害対応の知見やネットワークも取り入れることができる63。さらに、

「支援する側」と「支援される側」との立場の相互転換を経験することによって、よ

り深い本質に気づき、新たな関係を創出できる可能性をもつ。 

金融業界の専門分化による組織の硬直化の弊害を人類学の視点から解明したテッ

ドは、人類学者兼社会学者であるブルデューを引用し、「インサイダー兼アウトサイ

ダー」となり、視点を逆転させることが、境界を飛び越える鍵であると主張してい

る。他者の視点で世界を見ると、自分自身をより客観的に見ることができ、そこに

潜むリスクやチャンスに気づき、新たな発見、打開策が見えてくるからである64。 

「外部者兼内部者」の視点を持つ存在は、誘致 CSO に限らない。災害支援を専門

にしていなかった CSO が SPF の主要メンバーとなり災害対応の仕組みづくりを

担った点でも発揮されたであろうし、外部支援者として「佐賀から元気を送ろうキャ

ンペーン」を担った SPF メンバーが、佐賀県の災害時には支援を受ける側となった

立場転換の経験も、「内部者兼外部者」の視点を持ちながら、異種の存在を結節させ

る大きな力となったと考えられる。 

 

 
 

61 日本レスキュー協会関係者のインタビューによる（2022 年 3 月）。 
62 佐賀 Live,「レスキュー協会の佐賀拠点計画 大町の救助犬育成施設起工 2022 年１月始

動、九州の災害対応も」https://www.saga-s.co.jp/articles/-/707301 2021/7/5 2022 年 3 月 25 
日アクセス）。 

63 誘致 CSO 関係者へのインタビューによる（2021 年 1 月、2022 年 3 月）。 
64 テッド・シリアン、2019、『サイロ・エフェクト』文藝春秋、78 頁、83 頁。 
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おわりに 
現代社会では災害や危機を回避するのは難しく、近年そのリスクが様々な要因と

複合的に絡んで襲いかかってくる。このような環境において、状況に合わせてしな

やかに適応する組織や機関、システムを構築することが急務になっている。本稿で

は、外部者の支援が必要となる災害対応において、異なる価値観、専門領域を持つ

外部者と内部者の連携が異なるグループに橋をかけ、実践の束を混交させ、結節点

を生み出すプロセスを、「バウンダリースパニング」の概念を手がかりに考察した。

佐賀県のケースでは、中間組織の機能化、官民協働の推進、県外 CSO の誘致などに

よって異なる境界上の複数の結節点でつながりが生みだされていた。また内部の結

束をもとに、他組織やアクターとの信頼関係やコミュニティを構築し、内部者兼外

部者の視点が取り入れられることで、COVID-19 影響下においても、バウンダリー

スパニングが、外部者の受け入れに関わる困難を乗り越える力となり、様々な組織

の協力関係を生み、さらなる次元でのインパクトを促していた。このようなバウン

ダリースパニングの活動が様々なレベルで重ねられると、信頼と協力に根ざしたイ

ンフォーマルなネットワークが張り巡らされることになる。 

しかし、バウンダリースパニングは、そう簡単な実践ではない。そのプロセスで

は、様々な不協和音や対立も起こり、中間組織等のバウンダリースパナーは被災者

や他組織の間での板挟みを幾度も経験する。COVID-19 はその困難さに拍車をかけ

ている。このように複雑な課題に立ち向かい、多様なアクターとのコラボレーショ

ンが必要となる場合、カヘンは、コントロールを捨てることがまず重要であり、不

協和音、試行錯誤、共創という混乱した現実を受け入れることが必要であると主張

する。そして、一つの最適な計画と解決策に合意して協力していく形ではなく、対

立とつながりを受容し、進むべき道の実験的試行を受け入れていくことで、多数の

共創を生んでいくという新しい協力形態の「ストレッチ・コラボレーション」を提

唱している65。変化が激しく、複雑化する社会の危機対応では、政治の仕組みを法律

や条例に基づき、コントロール力によって政府が公共を執行する「ガバメント」で

は立ち行かず、多様性、自律性と自発的協力を促進する網状の社会形成により、様々

なアクターが意思決定に関わる、協治の「ガバナンス」の組み合わせが必要になる。

そしてこの移行において、一つの方策にこだわらず、不協和音、試行錯誤を受け入

れながらその都度の最適解を模索し、異なる領域や価値観を結びつけるバウダリー

スパナーが、固定化した社会の仕組みを流動化させ、新しい価値を作る役割を担う

と考えられる。 

災害や、気候変動、パンデミックに立ち向かうには、各々の専門や組織領域に閉

 
65 カヘン、アダム、2018、『敵とのコラボレーション』、英知出版、26 頁。 
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じこもらず、統合的で柔軟な視点で危機に対応することが強く求められている。お

りしも、COVID-19 の様々な制限により、内向きになり、これまで以上に外部者に

対する拒否感が生まれやすい時期にある。だがそんな時こそ、対話をおこない、対

立や試行錯誤を厭わないストレッチ・コラボレーションにより、異なる価値観に橋

をかけ、境界をつなげ、溶かしながら、多様なレベルの危機を打開するバウンダリー

スパニングが必要とされている。 

私たちが突きつけられている差し迫った難題のほとんどは、異なる領域の境界線

上に存在するといわれている66。佐賀県の災害対応におけるバウンダリースパニング

の試行錯誤は、私たちが予測不可能なリスク社会で抱える社会課題への対応の手が

かりとなるアプローチを示している。 

 
66 ゾッリ、A.、2013、『レジリエンス、回復力』、ダイヤモンド社、27 頁。 
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祖国という異郷に生きる 
――マラヤ華人王嘯平の自伝小説を読む―― 

 
Living in the Motherland as a Stranger:  
A Study of the Autobiographical Novels  

of Malayan Chinese Wang Xiaoping 
 

松 村 志 乃 (Shino Matsumura)* 

 
ABSTRACT: This paper focuses on the trilogy of Autobiographical novels 
of Wang Xiaoping (1919-2007) who is a Chinese writer from British 
Malaya. His life and thought torn apart between People's Republic of China 
and Singapore in 1940s-1980s were treated in these novels. He has not been 
well known for many years despite having family members who are 
famous writers Ru Zhijuan and Wang Anyi. Accordingly, this paper studies 
the spiritual history of Wang Xiaoping as writer and director from an aspect 
of the military officer of People's Republic of China. In other words, it 
reveals how he lived in his “homeland” as a gentile with trauma and regret. 
 
KEYWORDS: 中国語圏文学，馬華文学，中国当代文学，王嘯平，王安憶，

茹志鵑，自伝文学 
 
 
はじめに 
 中国では 1976 年に文化大革命が終息すると、抑圧された思いを噴出するように文

学が続々と書かれた。当時この時期の文学は、新しい時代への期待を込めて「新時

期文学」と呼ばれていた。「新時期文学」はまず、文革の傷痕を訴える「傷痕文学」

が登場し、のちに文革の惨劇を主体的に思索する「反思の文学」へと深化し、さら

に文革期に「知識青年」として農村に「下放」した若い世代の文学が登場した。「知

識青年」らの文学的実践は 1980 年代半ばの文化の「尋根（ルーツの探し）」文学へ

と結実し、その後の多様な文学状況が花開く端緒となった。 

 そのような中、文革期に中年を過ごした文学者らによって、さまざまな自伝（自

伝小説）が書かれた。著者の多くが、反右派闘争（1957）から文化大革命（1966-76）
にかけて、「右派」とされて迫害を受け、長年にわたり不遇をかこった文学者であっ
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た。日本で翻訳紹介されているものだけでも、劉賓雁（1925-2005）、従維熙

（1933-2019）、丁玲（1904-86）、韋君宜（1917-2002）1などといった人々の自伝がす

ぐに思い起こされる。 

こうした自伝の原点は、迫害を受けた時期に語りえなかった思いを語りたいとい

う動機にあるが、だが力点の置き方は微妙に異なっている。例えばジャーナリスト

劉賓雁の自伝2は、「六四」天安門事件（1989）直後に亡命先のアメリカで執筆され

るという極限状態で書かれたもので、当時の共産党統治に対する彼の批判意識が鮮

明に映し出されている。自伝の主な内容は、劉賓雁が度重なる迫害に耐えながら、

国家社会のために「報告文学（ルポルタージュ）」を手掛けてきた過程を詳細につづ

るというもので、劉自身の恋愛や家族といったプライベートや、内心の葛藤に関し

ては、ほとんど書かれていない。その意味で、劉賓雁の自伝は士大夫的意識の強い

「文芸工作員」の記録と言ってよい。 

 一方、少し下の世代の作家従維熙の自伝3は、かなり趣が異なる。彼の自伝の力点

は、自分と同じく当時「右派」とされ公民権を奪われていた知識人群像を描くこと

にあり、同時に自分が労働改造農場に収容されていた苦しい日々や、社会の底辺に

置かれることになった家族への悲痛な思いを記すことにあった。つまりこの自伝に

は著者本人のプライベートに多くの紙幅が割かれており、従維熙という作家の等身

大の姿がさらけ出されたものであった。彼の自伝がベストセラーとなったのは、作

者の飾らない姿が共感を呼んだためであろう。 

本稿で取り上げる自伝もまた、文革後の時期に劉賓雁と同世代の文学者によって

書かれたものである。『南洋悲歌』（1986）、『客自南洋来』（1990）、『和平歳月』（1999）
4の自伝小説三部作は、王嘯平（1919-2003）というほぼ無名の英領マラヤ出身の文

学者によって書かれた。なお彼自身は無名に近いが、妻の茹志鵑（1925-98）と次女

の王安憶（1954-）はよく知られた文学者である。この自伝小説三部作には、英領

マラヤから抗日戦争に貢献するために中国大陸に渡り、新四軍で抗日戦争を体験し、

共産党政権成立後も中国で過ごした著者自身の人生が如実に反映されている。 
 

1 邦訳は順に以下の通り。劉賓雁著、鈴木博訳『劉賓雁自伝―中国人ジャーナリストの軌跡』

みすず書房、1991 年。従維熙著、柴田清継訳『ある「右派」作家の回想』学生社、1992 年。

丁玲著、田畑佐和子訳『丁玲自伝―中国革命を生きた女性作家の回想』東方書店、2004 年。楠

原俊代著『韋君宜研究 記憶のなかの中国革命』中国書店、2016 年。 
2 Liu Binyan, A Higher Kind of Loyalty : A Memoir by China's Foremost Journalist, 

translated by Zhu Hong, Pantheon Books, 1990.劉賓雁『劉賓雁自伝』時報文化出版企業有限

公司、1989 年。なお劉賓雁自身が英語版を確定版としたため、注 1 に挙げた翻訳は英語版に

拠っている。 
3 従維熙『走向混沌三部曲』中国社会科学出版社、1998 年。注 1 に挙げた邦訳は、三部作の

うち第一部のみのものとなる。 
4 王嘯平『南洋悲歌』作家出版社、1986 年。『客自南洋来』百度出版社、1990 年。『和平歳
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王嘯平は 1919 年、英領マラヤの港湾都市シンガポールに生まれた。原籍は福建省

で、祖父母の代で当地に渡った華人 3 世とみられる5。英領マラヤの華人はかつて幇

派6と呼ばれる出身地ごとの集まりで分断され、教育も幇派ごとに行われていた

が、20 世紀初頭になると中華アイデンティティが勃興し、王嘯平の生まれた 1919
年には中国語（国語）教育を行う南洋華僑中学がマラヤで初めて開校されていた。

また 1919 年は、中国では「五四」新文化運動が始まった年でもあった。 
王嘯平の少年時代の経歴には不明な部分も多く、彼がどのような教育を受けたの

かについてはっきりとした記録はない。だが、当時のマラヤの華語学校の学生数が

英語学校よりはるかに多かったことや7、王嘯平の自伝小説でも主人公が華語学校（中

国語の国語教育を行う学校）に通った設定となっていることを踏まえると、王嘯平

が中国語教育を受けたと考えるのが妥当であろう。 

英領マラヤで中国語教育が開始されるのと軌を一にするように、「五四」文学に啓

発を受けた人びとによって、中国語による文学創作が行われるようになった。それ

が現在まで続く「馬華文学（マラヤ華語文学、広義にシンガポール華語文学も含む）」

の最初期のものである。盧溝橋事件（1937）以後は、マラヤでも盛んにおこなわれ

るようになった救国運動を背景に、数多くの抗日文学が書かれることになった。当

時、中国での戦火を逃れてマラヤを訪れた大陸の知識人（文学者）も、文学の発展

に大きな影響を与えた8。また演劇（内容は中国本国のもの）による抗日宣伝も広く

進められ、シンガポール陥落（1942）までの数年のうちに、シンガポールだけで 71
もの劇団が組織されていた9。 

当時王嘯平も「馬華人巡回劇団（マラヤ華人巡回劇団）」という比較的規模の大き

な劇団に加わり、マラヤ各地を渡り歩いた10。その一方で彼は若手文学者として、小

 
月』湖南文芸出版社、1999 年。 

5 本論では overseas Chinese の意で「華人」の語を用いる。なお原文が「華僑」となってい

た場合にのみ、翻訳として「華僑」の語を用いる。 
6 幇派とは中国の出身地域の方言の共通性による結びつきによる社会・経済共同体である。

英国の植民地化のシンガポールにおいて、華人居住区はシンガポール川南部とされていたが、

華人もけっして一枚板ではなかった。その中で華人は幇派ごとに住み分けており、幇派外の人

間とは方言が通じないため、意思の疎通は容易ではなかった。なお幇派自体は他の華人地域に

もみられるが、シンガポールでは特に強い社会的影響を有していた。（持田洋平「シンガポール

中華総商会の社会的機能の形成―その設立家庭と初期活動を中心に―」『アジア太平洋論叢』23
号、2021 年参照）。 

7 田村慶子「シンガポールの華人社会と南洋大学の創設」『マレーシア研究』第 1 号、2012
年。 

8 馬華文学史については宇戸清治、川口健一編『東南アジア文学への招待』（段々社、2001
年）などを参照した。 

9 楊松年「中国与新馬：抗戦救亡戯劇伝播層面的探討」、荘鍾慶、鄭楚主編『東南亜華文文学

研究』厦門大学出版社、2017 年。 
10 嘯平「向朋友們告別」、方修編『馬華新文学大系（七）散文集』第二版、香港世界出版社、
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説、散文、脚本などを数多く発表した11。王嘯平は英領マラヤで開始されて間もない

国語教育を受け、近代文学（「五四」文学）に触発され、抗日のための文学創作に携

わるようになった文学者であり、その意味において、まさに馬華文学勃興期の申し

子だったのである。 

1940 年、王嘯平は中国で直接抗日活動に参与したいと考え、21 歳で中国に渡っ

た。大陸では新四軍（華中の共産軍）に身を寄せ、軍の文芸工作団で劇作家として

の才能を発揮させ、『永生的人們』（1946）12などの脚本を発表した。のちに妻となる

茹志鵑には、この時期に知り合っている。1949 年に中華人民共和国が成立し、マラ

ヤと中国が政治的に断絶状態にある中、王嘯平は華東軍区政治部創作室主任、南京

軍区政治前線歌劇団副団長などの職に従事し、文芸工作に没頭した。この時期の脚

本に『回到人民的隊伍』（1949）、『海岸線』（1956）、演劇理論に『導演与表演諸問

題』（1951）などがある13。南洋の文化人で、建国に大きく貢献した老革命家であっ

たことが、その後の安定した地位につながっていたとみられる。1950 年には茹志鵑

と結婚して南京に暮らし、54 年には後に作家となる王安憶が生まれている。 

だが 1957 年に始まる反右派闘争で「右派」とされ、党籍、軍籍ともに剥奪された

ことで、王嘯平の人生は一変する。1962 年より上海人民芸術劇院に異動し、その後

20 年に渡り演出を務めたが、はたして文革期にわたる勤務の実態がどのようなもの

だったかについては、定かではない。 

妻茹志鵑の方は 1955 年に上海の『文芸月報』雑誌へ異動となり、ふたりの娘とと

もに上海に転居していた。茹志鵑がこの時期に書いた「百合花」（1958）は一躍有名

になったが、皮肉にもこれは「右派」とされ、ひとり南京に暮らしていた、かつて

の同志王嘯平を思いながら書かれたものだった14。文革後の茹志鵑は、「剪輯錯了的

故事」（1979）15などで再び話題を呼んだほか、上海作家協会の副主席としても活躍

した。娘の王安憶もまた、80 年代には知識青年作家としてデビューし、「本次列車終

点」（1982）、『小鮑荘』（1985）16で全国的な賞を得て脚光を浴び、日本でも広く知

 
馬来西亜大衆書局、2000 年所収。原載『新流』副刊、1940 年 3 月 27 日。 

11 当時のペンネームは、嘯平、王歌、薫丁、葉冰、洪瑛など。現在では『馬華新文学大系』

（香港世界出版社、馬来西亜大衆書局、1970 年初版、2000 年再版）において、当時の文章をい

くつか読むことができる。 
12 王嘯平『永生的人們』拂暁社、1946 年。 
13 王嘯平『回到人民隊伍』上海新華書店、1949 年。王嘯平、劉川著『海岸線』中国青年出

版社、1956 年。王嘯平『導演与表演諸問題』正風出版社、1951 年。 
14 茹志鵑「我写『百合花』的経過」『青春』1980 年第 11 期。 
15 茹志鵑「剪輯錯了的故事」『人民文学』1979 年第 2 期。 
16 王安憶「本次列車終点」『上海文学』1981 年 10 月、1981 年全国優秀短篇小説賞受賞。「小

鮑荘」『中国作家』1985 年第 2 期、1985 年全国優秀中篇小説賞受賞。 
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られるようになった17。 

王嘯平は文革終息後に名誉回復をして、1982 年に上海人民芸術劇院を退職した。

文筆活動を再開させたのは退職後のことで、本稿で取り上げる自伝的長篇小説三部

作はこの時期の代表作である。しかし王嘯平は、生まれ故郷のシンガポールにおい

ても、また生活の拠点である中国においても、その名が知られることはほとんどな

かった。不思議なことに、同業者である茹志鵑や王安憶もまた、同じく文学者であ

る王嘯平について、さほど雄弁に語ってはこなかった18。 

ただし現在でも王嘯平の存在に光が当られるのは、中国を代表する作家に成長し

た王安憶の存在が大きいだろう。両親の死後、王安憶が王嘯平と茹志鵑の遺稿を整

理して、自分の散文を付して出版、発表したのである19。またちょうど馬華文学が台

湾経由で広まったほか、トランスボーダーの文学自体が新しい文学形態として注目

を集めた。そうした状況を踏まえて、世界中で書かれている中国語による文学につ

いても、王徳威によって Sinophone Literature（華語語系文学）というプラットフォー

ムが議論されるようになっている。 

現在、王嘯平の自伝小説の第一部『南洋悲歌』は、シンガポールにおいても馬華

文学のひとつと見なされている20。生前の彼は、シンガポールの両親を気にかけ、シ

ンガポールを舞台に長篇の自伝を書いたり、マラヤ（シンガポール）の華文文学の

動向を追っていたりしたという21。だが彼は、当地の親戚からも再三呼びかけがあっ

たにもかかわらず、文革が終息してもなお、何か思うところがあるのか、遅々とし

てシンガポールを訪れようとしなかった。ようやく彼が故郷の地を踏んだのは、渡

中して 50 年、文革終息後 10 年あまりが過ぎた 1989 年22のことであった。 
では王嘯平のこの故郷に対する態度は、何を意味するのだろうか。はたして王嘯

平という文学者はどのような思いで、中華人民共和国に生きたのか。王嘯平の自伝

 
17 なお王嘯平と茹志鵑・王安憶との関連は、拙論「南洋華僑とその家人――茹志鵑、王安憶

から見た王嘯平」（中国モダニズム研究会編『夜の華 中国モダニズム研究会論集』中国文庫、

2021 年）に詳しい。 
18 王嘯平が「右派」とされた背景に、海外華人であることが影響していたと推測される。茹

志鵑と王安憶は、彼を保護するために、長い間彼について語ろうとしなかったものと考えらえ

る。 
19 茹志鵑著、王安憶編『她従那条路上来』（上海文芸出版社、2005 年）の出版や、『世紀』

2014 年第 1 期の特集「王安憶之父：南洋帰雁的伝奇」に王嘯平の遺稿 5 点に王安憶の書いた

「小跋」を付して掲載したのが、それにあたる。 
20 シンガポール国立図書館では『南洋悲歌』は「中国文学」ではなく、「馬華文学」の欄に

配されている（2020 年 3 月筆者による調査）。 
21 王振科「“我只是‘滄海一粟’”――追憶帰僑芸術家王嘯平先生」（『上海档案』2003 年第

3 期）。 
22 当時のことについては王嘯平の散文「愛的折磨与栄耀」（『世紀』2014 年第 1 期）に詳し

い。なお王振科（前出「“我只是‘滄海一粟’”」）によると、王嘯平の帰郷は 1989 年初頭で、

六四天安門事件の直前のことだったとみられる。 
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小説は、フィクションを含みながらも、そこには著者自身の精神の軌跡を見て取る

ことができる。そこで本稿は自伝小説三部作『南洋悲歌』、『客自南洋来』、『和平歳

月』を手掛かりに、祖国という異郷に暮らすことになった王嘯平の精神の軌跡をた

どってゆきたい。 

 

（一）『南洋悲歌』――潮風香る「五四」小説 
 
 『南洋悲歌』は 1930 年代末の英領マラヤを舞台とした「五四」文学風ビルディン

グズロマンである。あらすじは以下のとおりである。華人青年方浩瑞は、華語学校

で優秀な成績を修めるも、家計のために進学を諦め、同窓の鄭莉英の父が経営する

会社に就職することになった。抗日活動参加を機に鄭莉英に再会していた方浩瑞は、

彼女に恋心を抱き、鄭と共に活動に熱を入れるようになる。しかし植民地政府も職

場の経営者（鄭莉英の父）も、抗日活動に反対の姿勢を見せていた。そのため、鄭

莉英は家の中では身内に非難され、外では反動勢力の家人と見なされて、苦しい立

場に立たされる。方浩瑞もまた職を解かれたのちに、当局に逮捕され、シンガポー

ルを追われることとなった。最後、方浩瑞は埠頭で見送る母と鄭莉英に別れを告げ、

希望を胸に憧れの祖国中国に渡るのだった。 

 このように『南洋悲歌』は歴史に翻弄される南洋植民地の青年を描いた小説であ

る。それにもかかわらず、この小説が瑞々しい印象を与えるのは、1930 年代末のシ

ンガポールの風景とマラヤ青年の青春とが、生き生きと描かれているためであろう。

主人公方浩瑞は思いを寄せる鄭莉英と街角の小さなカフェでコーヒーを飲んだり、

浜辺の芝生で語り合ったりして、青春を謳歌する。 

 

彼女はウフフと甘くほほえむと、芝生から立ち上がり、海岸の縁まで歩いていっ

た。堤はくねくねと曲がりながらいつまでもつづき、河原と芝地を分けていた。

このとき波ははるか遠く大海原へ引いて、海が夢うつつで鼾をかいているかのよ

うに、波音が静かに、ゆったりと、はるかかなたから響いていた。熱帯の昼は陽

が長く、黄昏の暮色がどこまでもつづいていた。夕焼けはすでに消えかけている

のに、闇夜はまだ空の果てよりも遠くにあるようだった。 

（中略） 

「莉英、ヤシの実の汁を飲むかい？」 

「もちろんよ」 

「ほら、上にたくさんなっているだろう」 

「木に登って摘んでこようというの？」 

「登る必要なんてないさ。目の前に持ってきてくれるんだ」 
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 方浩瑞は小石を拾うと、椰子の木の上にいる猿に、容赦なく投げつけた。猿

は小石をよけきれずに頭にくらって、ギャアギャアと叫んだ。彼がまたも少し

ばかり大きめの石を投じると、猿はすっかり腹を立ててしまい、復讐してやら

んとばかりに辺りに武器を探し、椰子の実を摘みとると、彼に向かって投げお

とした。彼はさっと身をかわし、実は地面にごろりと落ちた。彼はその実を拾

い上げると、小刀をとりだして、シュッシュッと繊維をはぎとって、椰子の殻

をなんどか木の幹にたたきつけた。すると割れ目をつたって汁が漏れ出てきた。

彼は顔をあげると猿に「ありがとう、お猿さん」と手を振った。ふたりは笑い

転げて、大喜びで椰子の実の汁を飲んだ。 

 ふたりはひとしきり楽しみ、しばらくの間、笑っていた。やがて椰子の実の

汁をすっかり飲みほすと、絨毯ように柔らかい緑の芝生にごろんと寝転がった。

そしてまた体を起こして、見つめあった。23 

 

 また方浩瑞の瑞々しい青春と合わせるように、1930 年代の英領マラヤの華人を中

心に様々なルーツをもつ人々が行きかう姿も、生き生きと描かれている。例えば、

方浩瑞の父方文発は、元々ゴム工場の経営者であったが、病気を理由に解雇された

後、アヘン中毒となり、息子がいつかタン・カーキーのように成功した実業家にな

ることを夢見ている。方浩瑞はそんな父をしり目に抗日活動をつづけ、新聞記者の

馬仲達に出会う。共産党員で、進歩的な思想を持つ馬仲達は、抗日のために中国へ

渡り、その後の方浩瑞のロールモデルとなる。また方浩瑞は、白人の子にいじめら

れる華人少年を助けてやったり、埠頭の下層労働者に助けられたりしながら、友人

を増やしてゆく。一方、資産家の鄭家の長男（鄭莉英の兄）は、白人第一主義者で

英語しか話さず、無国籍人士を称して遊びまわっている。 

では、『南洋悲話』が 1930 年代のシンガポールの人々や風物を描きながらも、中

国由来の「五四」文学として読めるのはなぜなのか。それは中国と同じように国語

による教育を受け、「五四」文学を愛読する若者が、家父長制や植民地主義に反対し、

自由恋愛を信奉するといった近代以降の中国に普及した思想を内面化しているため

である。また後述するように、彼らの中で「祖国」へのナショナルな一体感がアプ

リオリな前提とされていることも、それまで出身地ごとに住み分けと分断が進んで

いたマラヤ華人にはない発想であった。 

こうした「五四」文学青年らしさは、保守的資本家家庭に育ち、家族と対立せざ

るをえなかった鄭莉英のほうにより明確に表れている。鄭莉英は祖父の意向で華語

学校へ進み、優秀な成績を収めた「新女性」である。下の引用は、鄭莉英が父に反

 
23 前出 王嘯平『南洋悲歌』135-136 頁。 
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抗するように巴金『家』（1931）を読みふける場面である。 
 

鄭莉英は微動だにせず、ゆったりとしたソファーに斜めにもたれていた。彼女

がちょうど読んでいたのは、河に身投げしようとする鳴鳳が、最後に覚慧を一目

見ようと、真夜中に彼の部屋の戸を叩く場面であった。彼女は一心不乱に読みふ

けった。熱い涙が心の中に流れ落ち、ひどく心を動かされていた。両親がくどく

どしく「訓閨篇（両家の子女のあるべき姿を述べたことば：引用者）」を説いてい

たが、ちっとも耳に入っていないようすだった。 

「いったいなにを一日中くだらないものばかり読んどるんだ！」鄭福興は五加皮

（漢方の強壮剤：引用者）をふたくち啜ると、立ち上がり、大きなソファーの傍に

ある茶托に積まれた本や雑誌を一冊取りあげ、床にバシャリとたたきつけた。

「まったく『生活知識』だの『読書生活』だの『大衆哲学』24だのと……」25 

 

 このとき共産党の根拠地延安に行くと主張して26両親を驚かせた鄭莉英は、やがて

方浩瑞と共に積極的に抗日活動にいそしみ、革命歌曲「延安頌」（1938）や「松花江

上」（1935）27の歌い手として知られるようになる。その実彼女は延安に行く気など

なく、やがて抗日活動と活動に反対する家族との間で板挟みになり、悩んだ末に、安

定した生活も捨てがたいと考えるようになる。 

 一方、直線的思考の方浩瑞において「五四」文学的要素は、ただ抗日を志すこと

で表現される。「孫文が『華僑は革命の母』と言ったように華僑青年も祖国に貢献す

べきだ」と海外華人青年の自覚を促された方浩瑞にとって、「『祖国に帰る（回祖国：

原文）』の三文字は、当時マラヤで育ちマラヤ生まれの華僑青年の頭の中では非常に

神聖かつ荘厳なもので、神秘的な色彩を持った大事」となった。加えて彼は「祖国

よ、早く立ち上がるのだ、早く豊かで強くなってくれ！」と郁達夫「沈淪」（1921）
を想起させる独白すらしている。 

ちなみに当時実際にシンガポールに移住していた郁達夫は、当地の文学青年たち

 
24 『生活知識』：上海で流通した共産党系地下雑誌。『読書生活』：1934 年に上海出版公司発

行により発行された左翼系雑誌、1936 年 11 月に国民党によって差し押さえられた。『大衆哲

学』：艾思奇著、生活・読書・新知三聯書店、1979 年。『読書生活』に「哲学講話」と題して連

載されていた。 
25 前出 王嘯平『南洋悲歌』53 頁。 
26 延安は陝西省に位置し、1935 年の長征以後、共産党の根拠地となっていた。例えば丁玲

の「我在霞村的时候」（1941）は、かつて慰安婦とされた女性が延安に向かうものがたりとし

て知られる。 
27 「延安頌」：1938 年創作、莫耶作詞、鄭律成作曲、現在でも愛国歌曲として知られる。「松

花江上」：1935 年創作、張寒暉作詞作曲、抗日歌曲として知られる。 
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に大きな影響を与えたことで知られている28。自伝の作者王嘯平もまた郁達夫に知遇

を得ていた29。 

さて、こうして方浩瑞は、中国に渡り革命に参加したいという思いを募らせていっ

たのであった。 

 

馬仲達が中国へ去り、彼は自分の今後を考えるようになった。華僑青年は救国に

従事すべきだ。だが、みなが前線に行く必要はない。しかし中国の青年として、

祖国の面目をひと目見ることもなく、祖国の大地のいちども嗅いだこともないと

いうのは、たしかに残念なことだった。それに、この小さな島でただちょっと文

章を書いたり、芝居をしたり、勉強を教えたりするだけでは、日々の生活がどう

にも変化に乏しくあまりに平凡に思えた。彼はよりにぎやかでより壮観でより刺

激のある生活を求めていた。30 

 

 この後、方浩瑞は若い血をたぎらせて「祖国よ！いつになったら豊かで強い国に

なるのだ。全世界が、おまえが偉大な存在だと認めている。海外の同胞が自分の国

を熱愛する自由と権利をもたせてくれ」と語り、植民地政府に追放された身である

にもかかわらず、意気揚々と「祖国」中国へ向かうのである。 

 ここで方浩瑞はいくどとなく「祖国」と口にするが、英領マラヤの華人にとって、

このナショナルな概念はアプリオリなものではなく、20 世紀になってから徐々に浸

透し始めたものだった。持田洋平によると31、当初シンガポール華人の主な出生地は

福建、潮州、広東であり、出身地によって幇派が形成され、ゆるやかな住み分けが

行われていた。彼らはいずれも方言を用い、互いに言葉が通じないがために、相互

コミュニケーションが難しく、華人同士が連帯することは一般的ではなかった。1900
年代後半になると幇派ごとに国語教育を行う学童が建設されはじめ、1919 年には華

人全体を対象に国語教育を実施した南洋華僑中学が設立される。つまり、方浩瑞に

とって国民国家とういう概念がアプリオリな前提となっていたのは、彼が国語教育

整備後に成長した若者だったことを意味している。 

だが一方で、テクストを仔細に読んでゆくと、国民国家の枠外で「中国」を語る

 
28 当時の郁達夫については新沼雅代「『星洲日報』副刊主変時期の郁達夫における南洋に対

する認識について――描写表現の変化と胡愈之との比較から」（宮尾正樹教授退休記念論集刊行

会編『文学の力、語りの挑戦 中国近現代文学論集』東方書店、2021 年）を参照した。 
29前出 「作家与戦士――回憶郁達夫先生」。 
30 前出 王嘯平『南洋悲話』134 頁。 
31 持田洋平「「国語」教育の分断と連帯――1900 年代後半のシンガポール華人社会における

初頭学童設立に関する一考察」（『中国研究月報』第 72 巻第 4 号、2018 年 4 月）及び前出 持
田洋平「シンガポール中華総商会の社会的機能の形成」参照。 
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人物もたびたび登場している。例えば、方浩瑞の父方文発は、福建省の出身である。

世代的に見れば、方浩瑞よりひとつ上の世代である彼は、近代思想を吸収する機会

をもたず、「祖国」や「愛国」や「救国」などというものを何より重んじ、危険を冒

してまで救国活動に熱を上げる息子を理解できないでいる。 

またテクストには、さらにひとつ上の世代の華人として、鄭莉英の祖父も登場し

ている。鄭莉英の祖父は「老骨董（古い骨董品の意、保守的観念にこだわりつづけ

る老人を指す）」と揶揄される人物で、死後は「唐山」に遺骨が埋葬されることだけ

を願いつづけている。「唐山」とはかつて華人の間で用いられた中国に対する別称で、

やはりナショナルな意味における中国を意味する概念ではなかった。 

方浩瑞の父や鄭莉英の祖父といった人びとは、いずれも「後れた」人物として描

かれている。しかし「後れた」彼らのイメージする「唐山」と、「新青年」たる方浩

瑞のイメージする「祖国」との間に、いったいどれほどの違いがあっただろうか。

中国に行ったことのない方浩瑞にとって、憧れの「祖国」は文学の中でしか存在せ

ず、多分に美化された存在であった。それがイメージである以上、老人の語る「唐

山」と、方浩瑞の思い描く「祖国」との間には、それほど大きな違いはなかっただ

ろう。続篇で中国に渡ったとき、方浩瑞が早々に祖国に対する甘い幻想を打ち破ら

れることになるのは、そのためなのだ。 

 

（二）マラヤ青年の見た祖国――『客自南洋来』 
 
自伝の第二巻『客自南洋来』は、方浩瑞が中国に渡り、新四軍の文芸工作に従事

し、共産党員となる決意を固めるまでのものがたりである。冒頭は、中国行きの船

上に始まる。船内で数日を過ごした方浩瑞は、祖国の人々の不衛生に眉を顰め32、到

着すれば病人じみた灰色の長江や不衛生で国語（標準語）を話さない人々、さらに

荒廃した農村（「祖国の病態」）に言葉を失う。新四軍の駐屯する地域へ向かう途中

で、方浩瑞は早くも故郷に戻る方法を心配しはじめていたが、共産党の根拠地に到

着するや南洋の文化人として歓待を受け、文芸工作団で舞台芸術を中心とした工作

に従事することになった。 

当時の実際の新四軍の文芸活動については、呉強「新四軍文芸活動回憶」33に詳し

い。呉強によると新四軍の文芸活動は「主に演劇であり、その次が音楽・歌謡であっ

た。美術家や美術工作者は、絵を描いたり版画を作ったりして、演劇・歌謡活動と

 
32 船は香港便で上海は登場しないが、ここではさほど脈絡なく上海人に対する否定が多く盛

り込まれている。ここには、王嘯平の長年にわたる上海生活に対する思いが反映されていると

みられ、興味深い。本文ではこの後、上海人は大学生でも「普通話」を離さず、めったに風呂

に入らないと続く。 
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協力し合い、人民大衆や部隊の幹部や戦士に対して、抗日を宣伝し、民心を奮い立

たせ、士気を鼓舞」するものであった。続けて呉強は、皖南事変（1941）34で壊滅的

打撃を受けた後、軍に合流した貴重な人材のひとりとして、王嘯平の名を挙げ、文

芸工作の劇全体の演出が成功を収めたのは「舞台芸術への造詣が深く、経験豊富な

王嘯平が演出工作に尽力したのも重要な要素」であったと書いている35。 

当時多くのマラヤ青年が「祖国へ帰る」ことを希望するも、果たせなかったと言

われる。その意味において王嘯平は成功者であり、抗日のために祖国に駆けつけた

華僑青年のサクセスストーリーとして自伝を書くこともできたはずだった。だが王

嘯平が『客自南洋来』に書いたのは、異郷の軍隊に置かれたマラヤ青年の戸惑いの

日々だった。 

根拠地に落ち着いた方浩瑞は、早々に軍と党の粛清の激しさを目の当たりにして

恐怖を覚える。軍規の厳しさは自由を愛する自分の気質に合わないと考えた彼は、

自分は抗日のために渡中したのであり、必ずしも共産党員になる必然性はないのだ

と語り36、その率直さゆえに、周囲の人間に危険思想の持ち主として警戒されるよう

になる。 

では方浩瑞はなぜ新四軍に留まり続けたのか。それは、ある晩の文芸工作団の公

演『紅鼻子参軍』37がきっかけだった。 

 

彼ら（観客である兵士：引用者）は公演を見終えた後、今晩にも最前線に送られ、

栄誉ある帰還を果たすか、壮烈な犠牲となるかもしれないのだ。この非凡なる観

衆の面前で、方浩瑞は彼の愛してやまない文化芸術が、これまで知ることもな

かった崇高な意義を持っていることに気づいた。また観衆の発する拍手や笑い声

 
33 呉強「新四軍文芸活動回憶」『新文学史料』1980 年第 4 期。 
34 皖南事変とは、第二次国共合作（1937-46）の最中の 1941 年に発生した国民党軍による

新四軍への襲撃事件である。 
35 呉強は、皖南事変の後「多くの著名作家、演出家、音楽家、画家が大後方や上海あるいは

そのほかの地域から陸続と塩城を中心とした蘇中や蘇北の抗日民主根拠地と新四軍に工作のた

めに駆けつけた」とし、その中に王嘯平の名を挙げている。（前出 呉強「新四軍文芸活動回憶」）。

また『客自南洋来』にも、フィリピン華人の同志が登場する。 
36 『客自南洋来』は二部構成であるが、第一部の「一顆“個人主義”子弾（一粒の“個人主

義”の銃弾」では、方浩瑞と周りの者との人間関係にかなりの紙幅が割かれている。なおこの

タイトルは、魯迅（『二心集』初版は合衆諸局、1932 年）の「対於敵人，個人主義者所発的子

弾，和集団主義者所発的子弾是一様地能够制其死命（敵に対しては、個人主義の発した弾も集

団主義の発した弾も、同じく死命を制することができるのだ）」に由来し、抗日活動に従事でき

ればどこに所属しようが関係はないという方浩瑞の主張を反映している。ところが第二部「自

由的失落（自由の失落）」に至ると、方浩瑞はかなり駆け足に個人の自由に関する主張を取り下

げて、党員になる覚悟を決める。このことは、テクストの脱稿日が、1989 年 7 月 5 日という

「六四」天安門事件の直後であることも影響していると推測される。 
37 『紅鼻子参軍』は新四軍の文芸工作員李増援（1913-41）によって 1940 年に創作された。 
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は、いずれもこれまでになく彼の心を揺り動かした。このように簡単な筋書きの

小劇『紅鼻子参軍』が、かくも強烈な効果をもたらすとは思いもしなかった。彼

は思った。この水準のものなら、自分にもできるだろう。（中略）（風で舞台照明

が消え、舞台袖では同志たちが木の枝で作った松明を灯し始めていた：引用者）

舞台袖で松明を高く掲げた同志の手は、大風に飛ばされ火花が落ちて、真っ赤に

やけどをしていた。演技を終えた劉達民も、松明を高々と掲げていた。手はすで

に火花でいくつも水ぶくれができていた。方浩瑞が交代を申し出ると、彼は「君

には耐えられまいよ」と言い、にっと笑った「南洋の客人よ、世界中のどの舞台

だっておれたちのほど立派じゃないぞ。おれは上海の卡爾登大劇場だって行った

ことあるんだ。スポットライトだとか、散光灯だとか、フットライトだとか舞台

照明だとかあってさ……でもおれたちのこの松明ほど立派なものなんて、どこに

もない」（中略）たった６人の文化戦士が舞台の両側で高々と松明を掲げていた。

大風が吹きつけると、舞いあがった火花が花火のように飛び散り、光が舞台に射

し込んだ。舞台上には、今まさに前線に行かんとする戦士に、彼を見送る妻、そ

して子に別れを告げる父親がいた……彼らの顔には赤々とした火花が瞬いてい

た。火花が煌めき、風が吹き付け、歌声が沸きあがった。（中略）初めて春雷が鳴

り響いたこの晩、彼の生活に天地がひっくり返るような変化が起きた。彼は舞台

衣装を脱ぎ捨てて軍服をまとい、幕を下ろして舞台のセットを取り壊したのだっ

た。38 

 

 『紅鼻子参軍』の程度の公演なら「自分にもできるだろう」と考えていた方浩瑞

の目の前で、戦時下の公演が熱く繰り広げられる。それを見た方浩瑞の中で「天地

がひっくり返るような変化」が生じ、彼は「舞台衣装を脱ぎ捨てて軍服をまと」っ

た。それは、この極限の状態で行われた公演の興奮と感動が、方浩瑞に軍服をまと

わせたことを暗示している。言い換えると、この日の公演が方浩瑞の舞台芸術と抗

日に対する強い思いを呼び起こし、彼を長きにわたり軍に留まらせたのである。 

 他方、このとき松明を掲げていた戦友たちの存在もまた、方浩瑞を新四軍に留ま

らせたもうひとつの理由だった。テクストには、文芸工作団に集った様々なルーツ

の若者の青春と愛情が、ユーモラスかつ温かな筆致で描かれ、軍内、党内で繰り広

げられた政治的深謀遠慮と好対照をなしている。 

戦友の中でも最も重要なのは應欣萍である。大卒の若い上海女性で、方浩瑞の上

官でもあった應欣萍は、方浩瑞の芸術的素養を重んじ、党の規律を逸脱しようとす

る彼をたびたび保護してきた。彼女はのちに上官と結婚するが、出産後まもなく夫

 
38 前出 王嘯平『客自南洋来』21-23 頁。 
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が戦死し、次作『和平歳月』の冒頭で、方浩瑞と再婚している。 

この應欣萍の登場で、『南洋悲歌』の第二の主人公鄭莉英はすっかり影をひそめて

しまう。鄭莉英は音楽を学ぶ名目で上海に渡っていたが、方浩瑞と共に抗日戦に飛

び込む勇気はなかった。そんな鄭莉英を見て、方浩瑞の気持ちは徐々に冷め、應欣

萍に傾いていった。つまり共産主義を内面化した應欣萍の方が、進化した「新女性」

としてより方浩瑞を引き付けたのである。他方、應欣萍は方浩瑞の思いを知りなが

ら、いちどは別の上官男性と結婚し、初婚の夫が戦死し方浩瑞が入党してようやく

方と結婚に至るのだった。 

ここで問題となるのは、大陸の共産党員の應欣萍の目に映る方浩瑞が、いかにも

非力な人物として書かれていることである。『南洋悲歌』に描かれた英領マラヤの方

浩瑞は、聡明かつ勇敢で、家族や友人からの信頼も厚い青年だった。しかし『客自

南洋来』に登場する方浩瑞は、常に周囲の人間との齟齬や誤解に悩まされる、世慣

れない、不器用な青年として書かれ、マラヤにいたころの面影が雲散霧消している。

方浩瑞の人物像のこのような変化は、著者が英領マラヤから中国に至るにあたり自

画像を変化させたという意味において重要ではないだろうか。ではその背景にあっ

たのは何か。 

馬華文学の作家であり研究者でもある黄錦樹（1967-）は、「在或不在南方」にお

いて、方浩瑞の直面した種々の困難を、以下のように説明している。 

 

『客自南洋来』に至ると、天真爛漫な主人公は中国に到着し、憧れが現実のものと

なった。だがその現実は想像よりもはるかに粗く硬いものだった。まずすべての

者が、彼が南洋出身であるということに注意を向け、それは外来者の烙印、印の

ようなものとなった。たとえ娘（後述の王安憶の散文「父親的書」を指す：引用

者）が、彼のあの直しようのない南洋なまりや、歩く姿だけで異郷人だとわかっ

てしまうことに注意を向けていても、そうしたことは、いずれも彼の個性や彼の

強情さといっしょくたに「南洋」の判を押されてしまうのだ。39 

 

黄錦樹が『客自南洋来』の「タイトルの主語「客」は強烈な暗示である40」と指摘

するように、王嘯平が方浩瑞の人物像が変化させ、タイトルに「客」の字を付けざ

るをえなかった理由を、方浩瑞という人物の不器用すぎるキャラクターにのみに帰

する――本作一作だけを読めば、そのような印象を与えるだろう――ことはできな

いだろう。つまり方浩瑞の人物像の変化は、周囲の者に「客」＝異郷人として扱わ

れ、誤解されつづけてきたことと無関係ではないのだ。 
 

39 黄錦樹「在或不在南方」『華文小文学的馬来西亜個案』麥田出版、2015 年、393 頁。 
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黄錦樹が先の引用で触れていた王安憶の散文「父親的書」41は、王嘯平の自伝小説

を読んだ王安憶が、その時の思いを記したものである。その中で王安憶は、タイト

ルの「客」の字は、長い間中国でほかの知識人と苦労を共にしてきた父には適切で

はないと、どこか労わるように書き――この部分が黄錦樹の不興を買い「この共和

国の娘」は「客」と題した王嘯平の疎外感を理解していないと書かれるのだが42 ―

―以下のように語っている。 

 

（前略）『客自南洋来』は、彼が新四軍の根拠地で革命に参加したときの経験を

書いている。これらの本を読むことで、わたしは子どものころに感じた、あの

時宜を得ない父に、再会することになった。しかし今大人になったわたしは、

時宜を得ない父の姿に深い悲喜劇の色彩があることに気づいた。ひとりの純情

で意欲的な青年が、見知らぬ巨大な人民大衆と連帯するためにどれほど努力し

たのか見えるかのようだったし、この巨大な人民大衆が、金城鉄壁のごとく青

年を受け付けなかったさまもまた、見えるかのようだった。この青年が全身全

霊で、かくも苦痛に満ちた連帯をなしとげようとしたのは、大衆が苦難に満ち

た中国の希望を担っていたためであり、中国を救い、ひいては青年を救う力を

担っていたからであった。大衆は血みどろの戦いに挑んでいた。大衆の中でも

戦いに出る者は思想と感情とを徹底的に単純化し、軽装で戦いに挑まねばなら

なかった。さらにこの大衆は、数千年もの古い歴史をもつ中国に生まれたがた

めに、その頭上は暗雲で覆われていた。それは万民が心をひとつにして、敵の

砲火へ向かう日々であった。もし彼が前に進もうとするのであれば、この大衆

に加わって、血と肉で長城を築くよりほかにはなかったのだ。あの時代、ひと

りの情熱溢れる青年にとって、これは選択の余地のない道であった。ひとりの

青年だった父が、いかに自分の気性を克服し、複雑な人間関係と厳しい規律に

適応していったかを、わたしは見た。わたしはまた、彼の交響曲のごとき革命

の図式が、現実の中で一歩また一歩と修正されるさまを見た。彼が中国という

夢に見るほどに望んで戻ったこの土地で、自分の苦痛と感動の経験を、いかに

して真に開拓したかを、わたしは見たのだった。43 

 

ここで王安憶は、『客自南洋来』の「純情で意欲的な青年」マラヤ青年方浩瑞が「見

知らぬ巨大な人民大衆と連帯」し、「大衆に加わって、血と肉で長城を築く」ために、

 
40 同上 黄錦樹「在或不在南方」『華文小文学的馬来西亜個案』392 頁。 
41 王安憶「父親的書」『空間在時間里流淌』新星出版社、2012 年。 
42 前出 黄錦樹「在或不在南方」『華文小文学的馬来西亜個案』393 頁。 
43 前出 王安憶「父親的書」『空間在時間里流淌』194-195 頁。 
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「自分の気性を克服し、複雑な人間関係と厳しい規律に適応」する以外の選択肢を持

ちえなかった点を指摘している。これは換言すれば、彼の祖国である中国の「見知

らぬ巨大な人民大衆」が、外来者方浩瑞と積極的には連帯しようとしなかったこと

を意味しており、父が異郷人として疎外感を抱き続けたことを、王安憶がよく理解

していたことを示しているだろう。父が「客」にあたらないと王安憶が考えたのは、

あくまで「外来者の烙印」とともに生きざるをえなかった父を、身内の人間まで「客」

と見なしたくはない、という思いからだったにちがいない。 

いずれにせよ王嘯平は『客自南洋来』において、自分の分身である方浩瑞の人物

像を変化させ、本書のタイトルに「客」の字を冠した。それは、祖国に帰った若く

自信に満ちたマラヤ青年が永遠に周囲の人間との齟齬に悩まされる異郷人＝「客」

として生きねばならなかったことを意味していた。つまり王嘯平が祖国中国で生き

ることは、異郷人として生きることであり、それは自画像の変容を迫るような体験

だったのである。 

 

（三）トラウマと救済 ――『和平歳月』44 
 
 『和平歳月』は、40 年ぶりにシンガポールに戻った方浩瑞が、反右派闘争以後の

1950、60 年代を回想し、自分の生涯を振り返るものがたりである。先に述べた通り、

これは「右派」とされた無念を晴らすという文革後の自伝の典型的構成をとってい

る。ただし『和平歳月』は、故郷シンガポールで 30 年前を回想するという入れ子の

形をとり、異郷となってしまった故郷（シンガポール）で、祖国であるはずの異郷

（中華人民共和国）での出来事を回想する点において、他の自伝とは一線を画してい

る。 

冒頭部、妻應欣萍とシンガポールへ向かう飛行機の中で、方浩瑞は屈辱に苛まれ

る。 

 

（中略）方浩瑞は悶々とし、曰く言いがたい憂いに包まれていた。自分は負債を抱

えているのだと、彼は感じていた。両親に育ててもらった恩に背き、それを二度

と償えない負債である。この 40 年というもの、姉が彼に代わり両親の面倒を見て

きた。今回の旅費も姉が工面したもので、そのおかげで彼は帰郷し、両親の菩提

を弔うことができた。昔の借りの上に新たな借りを乗せてしまった。そのうえ、

あちらの世界に到着すると、彼は人民元から換金した、たった 60 米ドルしか使う

ことができず、滞在費も食費もみな姉が勘定をもってくれることになっていた。

 
44 『和平歳月』は中国国内でその存在をほとんど知られていないと思われる。筆者は王安憶

が台湾大学図書館に寄贈した本を参照した。 
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かつて借りを作り、今も借りがあり、さらに未来にも借りがある。昨今では海外

に行くと言えばだれもが小躍りして喜ぶものだが、彼自身は年越しする楊白労の

ような心持だった。むろん麻紐で首をくくるには至らなかったが。45 

 

ここで方浩瑞が、親不孝をしたことの自己卑下や、裕福な姉に経済的に援助され

る屈辱に苛まれていることが看取できる。それに加えて、資本主義国家として発展

したシンガポールは、方浩瑞のよく知る面影を失っていた。つまり彼が 40 年ぶりに

訪れた故郷で感じたのは、自己卑下と劣等感、そして故郷に対するアイデンティティ

の喪失といった現実であった。 

ところがテクストを読み進めると、方浩瑞がシンガポールに感じた屈辱や自己卑

下は表層の問題で、問題の根本にあるのは、「新中国」での生活が彼の思い描いたも

のではないことが、帰郷によって顕在化されたこと自体にあることが明らかになる。 

そもそも方浩瑞が抗日の目的が達成され、中華人民共和国が建国された 1949 年以

後も中国にとどまり続けたのはなぜなのだろうか。自伝の第二作『客自南洋来』の

舞台は 1940 年代前半であり、『和平歳月』の主内容は 1957 年以後の中国とシンガ

ポールとなっているため、この自伝小説から理由を読み取ることは難しい。そこで

この問題を解く手がかりとして、ここで王嘯平が当時のことを書いた晩年のエッ

セイ「生命中的盛大節日」を紹介したい。 

王嘯平は中華人民共和国建国前夜の思いをこのように書いている。 

 

海外から帰国した戦友はひとりのこらず家に無事を知らせる手紙を送ったが、私

はまるまる 3 か月もの間、長年気にかけてきたこの大事を、すっかりさっぱり忘

れていた。私がこの一生で出会った中で最も大きな喜びと光栄と幸福が、燦然と

金色に輝き、光芒が四方を照らす赤い太陽が、私の前にあった。私はすでにある

世界の一切が、家だとか個人の生命だとか、ともかく一切合切が、もはや思い慕

い、名残惜しむに足らぬと思ったのだった。あの日、周総理が大会で報告を行い、

毛主席が会場においでになったとき、天地を揺るがすような拍手と歓呼の声が会

場に爆発したのだった。人々は熱い涙を目に溢れさせていた。この心を揺るがせ

魂に深く刻まれた壮烈な場面が、私の生命の盛大な祝祭日であった。ほどなくし

て中華人民共和国の建国が宣言され、私のような辱めを受けてきた海外孤児も一

朝にして独立した、自由と光栄に満ちた新中国の公民となったのだった。私は光

栄と幸福の日々に陶酔し、北平で会議が終わって南京の華東軍区に戻り、1950 年

の春節になって初めて家に無事を知らせる手紙を送らねばならないことを思い出

 
45 前出 王嘯平『和平歳月』2 頁。 
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したのだった。46 

 

この文章からは、若き日の王嘯平が革命成功前夜の感動で、「家に無事を知らせる

手紙」を書くことすら忘れ、「辱めを受けてきた海外孤児」が「一朝にして独立した、

自由と光栄に満ちた新中国の公民」となった「光栄と幸福の日々に陶酔」していた

ことが読み取れる。つまり建国時の興奮と感動が、王嘯平を生涯にわたり中国に留

まらせたのである。このことは、前章で触れた、方浩瑞の転機となった戦時下の公

演を想起させはしないだろうか。つまり方浩瑞が戦時下の公演で感じたような深い

感動を、著者王嘯平は建国前夜に体験していた。そしてこの日の感動こそが、王嘯

平、ひいては方浩瑞に、その後の人生を中国で送らせることとなったと想像される

のである。 

その後のものがたりには、方浩瑞が 1950 年代陥れられて「右派」とされた顛末が

延々と記されている。この時得たトラウマによって、方浩瑞の一生を祖国の公民と

して過ごすことの光栄は消失し、深い後悔を抱えたまま長い年月を過ごすことと

なった。中国の病態が革命によって光明に導かれたのだというレトリックは意味を

失い、大きな犠牲を払って中国に来て新国家建設に貢献したことの意味が瓦解した。

40 年ぶりの故郷は清算を迫るかのように、方浩瑞に大陸で過ごした日々のトラウマ

に向きあわせ、彼が人生をかけた革命への犠牲と貢献が意味を持たなかったことを

突き付けた。結果的に、反右派闘争は方浩瑞の「新中国」に対する夢想を暴く契機

となり、中国とシンガポールに対する思いを屈折したものにさせたのだった。こう

して祖国でも生まれ故郷でも居場所を失った方浩瑞は、その後も歴史に翻弄された

人生を抱えながら生涯を過ごすであろうと考えられた。 

だがこの自伝小説には、最後にとってつけたかのように方浩瑞の魂を救済するも

のがたりが挿入されている。トラウマに苦しみ、二地に引き裂かれるように苦悩す

る方浩瑞を慰めるかのように、かつての恋人鄭莉英が、美貌を保った独身の歌姫と

いうなんとも都合のよい設定で、再登場するのである。1930 年代に抗日革命歌の歌

い手として知られていた鄭莉英は、60 年代にはアジアの歌姫となり、打ちひしがれ

た友人を激励してこのように語る。 

 

「あなたは私のいちばん古い友人で、いちばん好い友人よ。しかも披露宴に出席す

る人たちの中で（鄭莉英は四度目の結婚をするところである：引用者）唯一の共

産党員。あなたは祖国の代表で、あなたは私たちの誇りだわ」 

 
 

46 王嘯平「生命中的盛大節日」『世紀』2014 年第 1 期。このエッセイは遺稿として、王嘯平
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ここで鄭莉英は、方浩瑞が自分たちにとって「祖国」中国の代表であり、シンガ

ポール華人の誇りであり、尊敬すべき共産党員であると語っている。ここには、か

つてと変わらない鄭莉英の祖国に対する理解と、方浩瑞に対する信頼が表れている

と同時に、方浩瑞が他人に認めてほしかったことのすべてが含まれていた。方浩瑞

がシンガポールで向き合わねばならなかったのは、自分が故郷マラヤのアイデン

ティティを喪失しているにもかかわらず、祖国中国においては異郷者であるという

現実であった。彼にとって「右派」とされて公民権を失った日々はその象徴であり、

だからこそ、彼は故郷を捨てて祖国に貢献した人生が完全に否定されたことのトラ

ウマを克服できなかった。だがここで鄭莉英に人生をまるごと肯定されることで、

方浩瑞の中で若き日には確かにあった抗日の使命感や、祖国や共産党に対する憧憬

が呼び覚まされる。 

『和平歳月』の最後の場面において方浩瑞は、以前の姿と変わらないマラヤの海を

眺めながら「青春時代に戻ったかのように、憂鬱も迷いも、一切の不愉快な感情が

大きく鳴り響く波音に流されていくよう」に感じ、「豊かな国でもよい、貧しい国で

もよい、ただ侵略者が家の戸口まで来ていたら奮起して戦わなければならないのだ。

彼、方浩瑞は当時自分の祖国の独立のため、祖国の戦場へ馳せ参じたのだ47」と総括

する。 

こうして痛めつけられた自尊心を回復した方浩瑞は、鄭莉英の婚礼には出席せず、

かつての戦友を苦境から救うために、予定を繰り上げて中国に戻ることを決める。

中国に帰ること――再び中国に渡ること――を決意した彼はこのように考える。 

 

自分は「滄海のひと粒の粟48」だと、方浩瑞は思った。人は広大な宇宙、歴史の大

河の中でたしかにひと粒の粟にすぎない。彼も古希の年に近い（中略）彼はちっ

ぽけなひと粒の粟にすぎないが、前に進もうとする時代の大波の中で、このひと

粒の粟は、けっして海の汚泥に汚されることはなかった。彼は歳若いころから老

年に至るまで、永遠に革命の隊伍の中にあった。生命に後悔はなく、人生に後悔

はない。49 

 

 自伝小説『和平歳月』は故郷シンガポールに戻った主人公が、反右派闘争のトラ

ウマと故郷に対する負い目に向き合い、トラウマを回復して自尊心を取り戻し、再

び中国に戻るまでが描かれたものがたりである。最後の場面でいささか都合よく挿

 
の死後、王安憶によって発表された。 

47 前出 王嘯平『和平歳月』210 頁。 
48 王振科（前出「“我只是‘滄海一粟’”」）によると、王嘯平には「滄海一粟――芸術生涯五

十載」という散文があるとされるが、未見。 
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入された鄭莉英との再会は――ここで三部作唯一のキスシーンまで展開される――

トラウマと向かい合う方浩瑞を救い、作者自身がトラウマを乗り越えるために必要

不可欠な場面だったのだろう。こうして『和平歳月』は主人公が再生するものがた

りとして、王嘯平の自伝小説三部作を結ぶのである。 

 

おわりに 
 
本論文は英領マラヤ出身の華人王嘯平の自伝小説三部作を対象に、中国と英領マ

ラヤ（シンガポール）の二地に引き裂かれるように生きた王嘯平の人生と思想を検

討したものである。 

三部作の第一作である『南洋悲歌』は、1930 年代のシンガポールを舞台に華人青

年の青春が描かれたものがたりで、最終的に主人公が抗日救国活動のために期待を

胸に祖国中国に渡るまでが描かれる。続く『客自南洋来』は、意気揚々と祖国へ渡っ

た主人公が、自分があくまで祖国の「客」＝異郷人とされることに苦しみながら奮

闘努力を重ね、共産党員となる決意をするまでが書かれている。さらに『和平歳月』

は、1980 年代にシンガポールへの帰郷を果たした主人公が、50 年代に「右派」とさ

れて以後十分に活躍の場を与えられなかったトラウマに向きあい、再生するものが

たりとなっている。 

黄錦樹は王嘯平について、「五四」文学以来の現代文学の影響を受けて「文学とい

う事業を非常に厳粛な事業とみなし」、「反植民地主義で、祖国を熱愛し中国へ帰っ

た」英領マラヤの左翼青年の「典型人物」であると冷ややかに評価している50。晩年

の王嘯平もまた、若き日の自分を「わたしたち海外の“プロレタリア”を標榜して

いた青年は、あまりにも“左”で、“左”すぎておそろしいやら、おかしいやらであっ

た51」と冗談めかして語っている。そのような視点から見ると、王嘯平の自伝小説は、

純粋なマラヤの左翼青年が一念発起して祖国に渡り、奮闘努力を重ねるものの、政

治の渦に巻き込まれて大きなトラウマを負い、最後に故郷でトラウマに向きあわざ

るをえなかった経緯が書かれたものがたり、つまりマラヤ左翼青年の失敗ものがた

りだといえるだろう。しかしこの小説を失敗ものがたりとして成立させているとこ

ろに、中国の革命とそれに生きた人生に対する王嘯平の誠意と純粋さとがあるとは

考えられないだろうか。 

濱田麻矢は朱天心『古都』の読解を通して「自己弁護、自己粉飾なしに個人の記

 
49 前出 『和平歳月』211 頁。 
50 前出 黄錦樹「在或不在南方」『華文小文学的馬来西亜個案』391 頁。 
51 王嘯平「五十年風水輪流轉」『世紀』2014 年第 1 期。 
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憶を語る」ことの難しさを指摘する52。これを踏まえると、文革後に書かれた自伝作

品の多くは、自分の人生を正当化しようという「自己弁護、自己粉飾」を免れない

ものであり、王安憶がかつて「叔叔父的故事」において問題化したのは、こうした

元「右派」知識人のテクストの欺瞞であった53。 

一方王嘯平の自伝小説、中でも『和平歳月』もまた、かつて「右派」とされた無

念とその冤罪を訴えるという、文革後の典型的元「右派」知識人の自伝の形態をとっ

ている。しかしこの自伝は――最後に取ってつけたように救済を差しはさんではい

るものの――総体的に見ると「自己弁護、自己粉飾」があまりに不十分で、自己正

当化にまでは至っていない。その意味で王嘯平は、異郷となった故郷シンガポール

においても、異郷である祖国中国においても、幾重にも失敗を重ねてきた自分の人

生をさらけ出し、トラウマをえぐるようにものがたりを紡いだと言えるのではない

だろうか。 

20 世紀以降、国境をまたいで生きる、あるいは漂浪して生きる文学者も珍しくは

なくなり、近年では自らの意志で国境を跨いで表現するエクソフォニー54の実践も行

われるようになった。生涯を中華人民共和国建国にささげた王嘯平は、結果的には

国境をまたぎながら生きることになった。しかしナショナルな国家概念を前提とし

てきた彼にとって、国境をまたぎながら移動しながら表現するという思想的枠組み

を受け入れる準備はなく、祖国も故郷も異郷となってしまったことへの戸惑いの中

で生涯を過ごすこととなった。 

一方で自己粉飾なく生きようとした父王嘯平を見る王安憶のまなざしは――母茹

志鵑への厳しいまなざしと異なり55――どこか温かい。王嘯平の最晩年の原稿を整理

して発表した王安憶は「彼はいつもロマンチックな情熱を保った“五四”新青年の

精神の遺物であり、海外から帰京した華僑によくみられる赤子の心をもちつづけて

いた」と語り、最後まで「“五四”新青年」でありつづけた父の死を悼むのであった。 

 
※本研究は科学研究費助成事業若手研究（課題番号：20K12949）の助成を受けている。 

 

 
 

52 濱田麻矢『少女中国』岩波書店、2011 年、196 頁。 
53 王安憶は六四天安門事件後初の小説「叔叔的故事」（『収穫』1990 年第 6 期）において、

1980 年代に知識青年世代の英雄だった、元「右派」知識人による自伝的英雄物語の解体を試み
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ABSTRACT: I will discuss how we could interpret Umberto Eco’s novel 
“The Name of the Rose” and that this novel has a multi-layered structure. 
At first glance, this novel seems like a mere mystery of a murder in a 
medieval monastery in northern Italy, but the actual theme is to introduce 
the situation of a theological controversy at that time. Moreover, Eco 
seems to claim that this era of Christian theological controversy has a 
strong resemblance to the era of terrorism and bloody slaughter in Italy in 
the 20th century (Gli Anni di Piombo). Finally, this novel seems to assert 
the position of nominalism.  
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1．はじめに 
 ウンベルト・エーコの小説『薔薇の名前』は北イタリアの修道院での殺人事件の

謎解きのように見えるが実際は当時の神学論争の有様を紹介することが主題であ

る。さらにこの神学論争が 20 世紀イタリアの「鉛の時代」に類似性があることを暗

示しているように思える。そして最終的には唯名論の立場を主張するものである。

このことをこの小論では論じる。 

ウンベルト・エーコ(1932～2016）はイタリアの哲学、記号論、メディア論、神

学、美学の専門家であり、ボローニャ大学の記号論講座の教授を務めたこともある。

47 冊の著作があり翻訳も多く出版されている（うち小説は 7 冊）。例えば『記号論』

『完全言語の研究』『フーコーの振り子』『プラハの墓地』『ヌメロ・ゼロ』などは広

く読まれている。 
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その著作の中でも 1980 年に出版された『薔薇の名前』は彼の最初の小説であり、

また世界的ベストセラーになった。彼は文学批評家としては「開かれた文学論（Opera 
Aperta）」の提唱者でもある。これは文学作品の解釈は、作者が読者に意味内容を一

方的に伝達するのではなく、読者は作品に参加し、意味内容を発見する開かれた構

造を持つとする考え方であり、各作品の解釈は読者の人生観、世界観、知識などに

よって異なり正解はないという立場である。第一作の小説『薔薇の名前』は世界で、

1,000 万人の愛読者を持つといわれ、大成功を収めた。しかし、内容は哲学、記号論、

神学論争、中世の歴史を含み難解であるといわれている。もっともストーリーは推

理小説仕立てであり、北イタリアの修道院で起こる殺人事件の謎解きというミステ

リー小説の一面を持つ。この小説の謎解きの中でも一番の謎は『薔薇の名前』とい

う作品名自体であると思われる。小説の中で「薔薇」はまったく出てこないし、そ

の「名前」といわれても何を指すのかが分からない。これは一体何を示すのかが作

品発表時から議論されてきた。 

もちろん「名前」が出てくる以上、「唯名論」や「実在論」が関わることは容易に

想像できる。また「薔薇」も何かの記号であるから対応する意味があるはずである。

もっともその解釈は作者から与えられるものではなく読者が発見するものという立

場に作者が立つのであるから、明瞭な答えが準備されているはずもない。私は記号

論の専門家ではまったくないが、記号の明示的、暗示的な意味の探求には興味を持っ

ており、このような小説を読む場合でも表現の含意、隠喩や登場人物の造形の背後

の作者の意図などを勝手に解釈してしまいがちである。これから述べるこの小論で

の解釈も私という読者が発見した（と思っている）ものにすぎず、作者が正解を準

備していないにせよ、どこかにあるかもしれない「標準解釈」ともまったくずれた

解釈になっている可能性がある。しかし解釈は常にバイアスのかかったものにしか

ならないのである。 

またこの作品は 1980 年に出版されている。この小説が単に中世の僧院での事件の

謎解きの進行に合わせて哲学的な問いを深化させるという表面的な構成以上の構造

を持っているに違いないと思えるのはこの年のせいである。イタリアは 1960 年代後

半から 1980 年代前半、イタリア現在史の中で「鉛の時代（Gli anni di piombo）」と

いわれる暴力と混乱の時代を経験した。1968 年の過激な学生運動に始まり「熱い秋

（L’autunno caldo）」と言われる労働運動を経て、無差別テロ、クーデター、要人誘

拐、暗殺が横行した政情の極めて不安定な時代の経験が作者の執筆の背景になって

いると思えるのである。私事ではあるが、執筆者（濱本）は 1974 年春から冬までロー

マの国立銀行で研修を受けていた。銀行裏の通用口には常時、短機関銃を携えた国

家憲兵隊（carabinieri）の一隊が待機していたことを覚えている。彼らに何に備えて

いるのかと聞くと、「ミラノの農業銀行の事件を知らないのか？次はここがターゲッ
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トだよ」と一人が答えてくれた。このような時代を、鋭敏な社会批評家であるウン

ベルト・エーコが作品に何らかの形で反映させてないはずがない。実際エーコ自身、

本作品の執筆動機の一つは 1978 年のモーロ首相誘拐殺害事件であると述べている

のだから。この時代背景が作品の場面と関係し、さらに『薔薇の名前』という書名

とも関係性を持つ。これを探求するのがこの小論の課題でもある。 

さて前置きはこのぐらいにして内容に入ろう。しかし本作品は推理小説の一面も

持っているのであるから、未読者の興味を削いでしまいかねないストーリーの詳述

はしない。議論の展開に必要な範囲での簡単な紹介にとどめる（特に誰が犯人だっ

たかには言及しないので安心してください）。むしろ小説の骨格をなしている神学的

論争、つまり「清貧論争」、「笑いをめぐる論争」、「異端論争」、それから中世哲学世

界の最大の論争である「普遍論争」を中心に話を進めることにする。まず主要登場

人物４人に自己紹介してもらうことから始めたい。それから各論争の内容の吟味を

行ったうえで「薔薇の名前」の「薔薇」と「名前」の可能な解釈を紹介する。最後

に「鉛の時代」との関わりに言及し総括とすることにしよう。 

 

 

2．登場人物の紹介－ストーリーの紹介に代えて 
最初の登場人物に自己紹介をしてもらおう。映画版の『薔薇の名前』をご覧にな

られた方はショーン・コネリーが演じていたことを覚えておいでだろう。ここでは

彼の顔を思い出していただきたい。 

 

私は修道士ウィリアム、パスカビルのウィリアムと申す英国人です。フラン 

  チェスコ会から来たものです。神聖ローマ帝国の皇帝の意向を受け、清貧論争  

  に決着をつけるためにここ北イタリアの修道院にやって参りました。かつて異 

  端審問官を務めておりました。弟子の見習い修道士アドソとともにこの地を訪 

  れました。そこで恐ろしい事件に巻き込まれてしまいます。私は原因と結果の 

  間には自然法則の介在があるものと信じており、ばかげた迷信にはまったく価 

  値を置きません。すべての現象には原因があるのです。よく観察することが常 

  に正しい理解の第一歩なのです。この点で私にはベーコン流のイギリス経験主 

  義の影響があるという人もいます。そうかもしれません。私はオッカムのウィ 

  リアムの友人でもあり、したがって唯名論を支持しております。 

 

次の登場人物は弟子のアドソ。まだ若い修道士見習いである。 

 

  私はベネディクト会の修道士見習いのアドソです。ウィリアム師から様々な 
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  こと、物の見方、考え方など学んでいます。私はウィリアム師とともにこの僧 

  院で恐ろしい事件に巻き込まれますが、同時に愛の病にとりつかれます。私は 

  師に傾倒しておりましたので唯名論を信じておりました。しかしやがて年齢と 

  ともに存在論に親しみを感じるようになりました。「愛」には名前があるだけで 

  はなく、その「実在」があるはずです。皆さんもそう思いませんか？『薔薇の 

  名前』は老齢になった私が思い出を綴った手記という形になっています。 

 

唯一の女性の登場人物。村の娘。名前不詳。 

 

  私、若い、可愛い修道士様を好きになってしまう村の娘です。でも、どちら 

  も名前も知らないの。私の名前も話には出てきません。だから、読者によって 

  は『薔薇の名前』って、私の名前のことだ、なんて言う人もいるの。そうなら 

  私の名前はローザになるよね。本当かしら？私、魔女の疑いをかけられてしま  

 うの。嫌ね！中世って。 

 

続いて修道院の盲目の老僧ホルヘ師に登場してもらおう。彼は図書の管理に絶大

な権力を持つ。この修道院は実は貴重な図書を多数収蔵する巨大な図書館でもある

のだ。 

 

  よいか。虚しい言葉や笑いを誘う言葉は口にしてはならぬ。笑いは身体を揺 

  らして、顔の形を歪め、人間を猿のごときものに変えてしまう！真理を観想し、 

  完全な善を享受するとき、真理や善を笑うはずがない。だからこそ主は笑わな 

  かった。笑いは疑いのもとである。キリストの教えと笑いは全く相いれないも   

 のなのだ。 

 

さて 4 人の登場人物を紹介した。小説にはさらに多くの人物が登場するが省略し

ても我々の議論には差し障りはないだろう（清貧論争のところで背景をもう少し説

明する）。よく言われることだがウィリアムとアドソはホームズとワトソンの関係が

投影されている。推理小説では探偵と助手という組み合わせが話の展開には便利だ

からである。また村の娘には名前がなく、だから「薔薇」とはその娘のことである

という解釈もあり得るが、そうなると Rosa という名前に娘はなってしまい極めて単

純な結論になってしまう。従ってこの考えをここでは取らない。 

老僧ホルヘが述べるようにキリスト教と笑いの関係は修道士にとって極めて重要

な意味を持つ。修道士は笑うべきではないという立場と、笑いこそ教義の理解に必

要なものだとする立場の対立がある。ウィリアムはこの後者の立場である。この当
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時のキリスト教世界の論争では、自説を主張するためには実験で検証したりするの

ではなく、その言説や見解が正当であると認定された書物の引用の積み重ねで進め

られた。正統な典拠の提示が論証になるのである。 

正統な典拠にはアリストテレスの著述も含まれる。アリストテレスの思想は 12～
13 世紀にイスラム世界経由でラテン世界に入ってくる。当初は異世界の思想とされ

たがその明晰な論理と理性主義はフランシスコ会のトマス・アクィナスを中心とす

る神学者の努力によりキリスト教神学の教義と矛盾しない形で次第に取り入れられ

ていく。この小説は 14 世紀初頭のベネディクト派の僧院が場面として設定されてい

る。この時代にはキリスト教神学においてアリストテレスの思想は既に正統なもの

と認識されている。しかし神学者たちはさらなるアリストテレスの発見に怯えても

いた。もしキリスト教神学と深い局面で相いれない内容をもつ書物が発見されれば

という怯えである。そのような状況下、もし笑いを肯定するアリストテレスの著作

が存在し、それが神学論争に典拠として使われるとなると笑いはたちまち肯定的に

扱われざるをえないことになり、笑わないことに精神の高貴さと崇高性を認める立

場は敗北してしまう。 

この修道院でウィリアムとアドソが遭遇した事件では５人の修道士たちが亡くな

るのだが彼らの死は全て秘密の『笑いの書』に関わる。その謎にウィリアムとアド

ソが辿り着いたとき、修道院は炎に包まれる。 

さてこれくらいでストーリーの概説は十分だろう。次に話の展開以上に重要な意

味を持つ各論争の内容に入っていくことにする。 

 

 

3．４つの論争 
 この小説の中心テーマは修道院での事件の謎解きではなく中世の神学論争にあ

る。推理小説という枠組みに設定したのは読者の興味をつなぎとめる工夫なのであ

る。それでは話の中核である神学論争の内容を見ていこう。 

 

3.1 清貧論争とは？ 
まず清貧論争について簡単にその背景を説明しておきたい。それは三つの修道会

に関わる。つまりベネディクト会、フランチェスコ会、ドミニコ会である。キリス

ト教がローマ世界で公認され教皇に権力が集中するとともに教区組織が整備された

が、同時に宗教としての日常の姿勢が世俗化していくことは避けられなかった。そ

のような中で修道会はキリスト教の原初の姿、あるべき姿への回帰運動として起

こってくる。 

6 世紀にローマ北東のヌルシアの名家出身のベネディクトスが服従、清貧、純潔、
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定住を戒律とする修道会を設立したのも世俗化してゆくキリスト教会組織から距離

を置き、純粋な信仰と思索を目指してのことであった。彼は退廃から離れ、祈りと

学びと労働の調和した中庸と寛大を重んじる生活を目標とした。ベネディクト派で

は修道士たちが生涯その修道院に共住し、祈りと労働の共同生活を送ったため「観

想修道会」といわれる。彼らは農地を開墾し、そこで作物を改良し知識と経験に裏

付けされた農園経営を広げていった。12 世紀になるとベネディクト修道院は広大な

農園と財産を所有するようになる。元々この派では質素を旨としながらも必要に応

じて富の分配も認めていた。そしてそこから少しずつ規律にゆるみが出てきた。 

フランチェスコ修道会の創立者、聖フランチェスコは「主イエス・キリストの生

と貧しさの後を追いたい」と述べ、その会則では「従順のうちにあって、清廉に、

そして自分のものは何一つ持たず生きることである」と述べている（アガンベン 

2011, 128）。1223 年に教皇ホノリウス３世により正式に認可されたこの会派は「清

貧と禁欲の生活」を旨とする点、ベネディクト派の「服従、清貧、純潔」という戒

律とあまり異ならない。違いはフランチェスコ会派では清貧をより徹底し、人々の

喜捨（托鉢）により暮らしをたてていくことである。「直接にせよ間接にせよ金銭を

受け取ってはならず、何事も所有せず、清貧を友とする」という生き方には労働さ

えも本来含まれていない。労働により対価が生まれるからである（ヴィケール, M. H. 
2004）。しかしその戒律の文字通りの厳格な適用を修道生活に求めるスピリトゥアル

派（厳格派）と、より穏やかな立場をとる穏健派との間に深刻な意見の相違が生ま

れ、やがて分裂することになる。スピリトゥアル派の清貧思想は他派にも影響を与

え、その中からさらに過激な一派が生まれてきた。これら過激な一派は「異端」と

され、しばしば教皇に活動を禁止されることになる（後述）。 

ドミニコ会は 1216 年に創設され、単に観想するよりも観想の実りを他者に伝える

方がより大いなることであるという根本精神により、清貧の中で神の真理を探求し

説教して回ることを旨とするいわゆる托鉢修道会の一派である。この点はフラン

チェスコ会と違いはない。違いはドミニコ会の修道院は大都市の近辺に作られフラ

ンチェスコ会は小都市に作られた点、また所有に関してもフランチェスコ会よりは

かなり寛容である点である。 

このように見比べてみると、三会派とも初期キリスト教への原点回帰運動を端緒

にしている点、また清貧を求める戒律のもとで厳しく自分を律して真理の探究を極

めようとする姿勢においては違いがない。特にドミニコ会とフランチェスコ会は「托

鉢修道会」として同時代に生まれている。しかし実際のところ違いは小さくなかっ

たのである。まず各会派とも神学を深めるための東方からの書籍の購入、写本作成

に莫大な経済力が必要である。修道院は施薬院や農業の指導センターの働きも持っ

ているのでその運営にも財力が必要である。このように社会と関わりを深めるにつ
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れ、純粋な隠遁者としての生活の維持は難しくなり何らかの財産との関わりが入り

込んでくる。「清貧とその妥協点」は避けて通れない問題なのであった。清貧をあく

まで追究する者たちと、妥協点を探ろうとする者たち違いは、やがて大きな見解の

違いとなり、それが軋轢を生み論争のもとになる。 

『薔薇の名前』は 14 世紀の史実を下敷きにしている。1305 年、フランチェスコ会

の修練士だったドルチーノがミラノから西へ40キロのノヴァ―ラ近くの山に信徒数

千を従えて籠城し、既存の教会、宗派、修道士すべてを敵に回し騒乱を起こした。

彼の旗印も「清貧」であった。彼らは捕らえられ火刑に処せられる。1316 年にヨハ

ネス22世がアヴィニヨンの教皇庁において新教皇となる。彼はスピリトゥアル派（厳

格派）の修道士を逮捕し教皇への服従、つまり「キリストの清貧思想（＝私有財産

の完全忌避）」を放棄することを強制した。そしてこれに従わない者たちを異端とし

て火刑に処したのである。ついにフランチェスコ会総長のミケーレ・ダ・チェナー

ゼやオッカムのウィリアムは逆に教皇を「異端」と非難し神聖ローマ皇帝ルート

ヴィッヒ 4 世の庇護を求めるに至る。ややこしいので 14 世紀の権力構造図を下に書

いておく。 
  

 

教皇ヨハネス22世は清貧思想に否定的でありドミニコ会はその教皇と友好関係を

結んでいる。ベネディクト派は教皇に恭順の姿勢をとり、大農園を営んでいる以上、

所有には寛大である。フランチェスコ会の総長ミケーレは教皇、皇帝、そしてフラ

ンチェスコ会の関係維持を画策するが難航する。スピリトゥアル派の指導者ウベル

ティーノは清貧を重んじ、教皇に批判的である。彼らは所有と使用を区別し個人の

修道士の所有は認められず使用のみ認められている。教皇と彼らとは敵対関係にあ

る。この小説ではこの図にあるスピリトゥアル派の指導者ウベルティーノやフラン

チェスコ会総長ミケーレたちが登場する。彼らが教皇庁に呼び出される前に、ベネ

ディクト派の修道院においてドミニコ会の異端審問官による予備審問が行われると
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いう設定である。ウィリアムは陪審員である。ここで論争の様子を小説の中に探し

てみよう。 

 

ドメニコ会士   ：キリストが財布を持っていたと『福音書』にはあるぞ。 

フランチェスコ会士：黙れ！その財布を十字架像にまで描いたのはお前たちだ。 

ド：何だと？いままでに何度、お前たちの財産を守るために聖庁が裁判を開いてやっ

たことか？ 

フ：教会の財産であって我々修道会のものではない。我々は使用のために持ってい

るだけだ！ 

ド：使用のためと称してたらふく食べたり、黄金の彫像を安置した華美な聖堂を立

てるは偽善者め！生臭坊主め！ 

フ：なんとでも言え！神の怒りは必ずお前たちに下るであろう。（II p. 146-149 の抜

粋) 

 

このようなあからさまな敵意を相手側にぶつける論争が描かれている。各派とも「清

貧」という言葉は共有しそれを尊いという思いはあっても、その言葉の示す実質は

定まった存在として共有されていない。それが論争の根本にある。 

 

3.2 笑いをめぐる論争 
フランチェスコ会の修道士は「笑い」に肯定的である。ウィリアムは言う。「笑い

は認識の価値さえ高める一つの善良な力とみなしうる」（II 340）。「笑いは善である」

とする立場である。一方ベネディクト派の老僧、ホルヘは「笑い」に否定的である。

彼は言う。「笑いは愚かさの徴だ、笑いは疑いのもとになる、笑いは私たちの肉体の

弱点であり、退廃であり、失われた味覚だ」(II 344)。これは「笑いは不善である」

とする立場である。笑いを否定する者たちは、真理の探究には笑いはそぐわず、そ

れは中世の教会階級的社会の破壊にもつながるとも考えていた（宮田 1996: 11)。 
確かに笑いは人間の感情を源にし、そこから派生的に生み出されるものだ。笑い

という自発的表現に人間の弱さや自虐心、他者を貶める邪悪な側面を結び付ければ、

それは信仰の妨げとも捉えられる。一方、笑いには緊張からの解放、美、真理の認

識や幸福感にともなう暖かい心情の身体的反応という面も当然にあり、これは信仰

の妨げにはならない。笑いを否定する者、肯定する者の間に確かに「笑い」という

言葉があるものの、それにどのような存在のあり方を対応させるかが大きく異なる

のだ。 
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3.3 異端論争 
異端とは、既存の正統と認識されている宗教思想や秩序の中に含まれないと判断

される、または、含まれることをよしとしない思想、教義のことである。つまり正

統ではない振る舞いや思想が異端ということであり、ここで問題になるのは誰の目

から見て正統であるかどうかが判断されるかである。小説の中で見習い修道士のア

ドソがスピリトゥアル派の指導者ウベルティーノに、異端とされるドルチーノ派の

清貧に関する主張がスピリトゥアル派の主張とどう違うのかを詰問する場面があ

る。長いが引用しよう。 

 

ウベルティーノ：（ドルチーノの説教の要約）その後、ベネディクト会の修道僧たち

も富を蓄積するようになって、聖フランチェスコと聖ドミニコの修道士たちが、

今度はベネディクトスよりもさらに厳しく、地上の富と支配とに異議を唱えた。

しかし多くの高位聖職者たちの生活が、またしても、あの善きすべての教えに

背くようになったいまは、第三の時期も終わりにさしかかって、自分たち使徒

団の教えに心を改めることが必要になった（とドルチーノは述べた）。 

アドソ：でもそれなら、ドルチーノの説教はフランチェスコ会士たちの説いたとこ

ろと同じで、フランチェスコ会各派の中でもとりわけスピリトゥアル派の場合

と。それゆえ神父様、あなたのお考えと、同じではありませんか！ 

ウベルティーノ：ああ、そうだ。しかし彼はそこから悪意に満ちた推論を導き出し

たのだ！つまり、この退廃した第三の時期にとどめを刺すために、すべての司

祭が、修道僧や修道士たちが、残酷極まりない死を死ななければならない、と

説いた。 

                                        （I 363-364)   
 

ドルチーノ派の主張の要約は、①最初の使徒たちのように絶対の完徳と清貧とを実

践しない司祭たちに１０分の一税を支払う必要はない、②神に祈るのには立派な教

会も価値を持たない、③一切の財産を放棄し衣類も捨てる、④金銭を身に着けず施

しによって生きるというものである（II 206)。実際のところ、この主張はスピリトゥ

アル派、フランチェスコ会の基本的信仰のあり方とかわらない。 

さらにアドソの言葉を聞いてみよう。   

「ウィリアムもウベルティーノの正統的な信仰と、異端者のゆがんだ信仰とのあいだ

には、わずかな違いしかないことを主張した。それに対してウベルティーノは、そ

の違いをはっきりと認めようとする立場から、憤慨した。この違いを見抜けるから

こそ、彼は特異なのだ。ウィリアムが異端審問の職務から身を引いたのは、もはや

両者の違いが見抜けなくなったからだ。」（I 196)。 
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結局、何が異端で、だれが異端かはその判断者任せであり、「異端」という言葉も

共有されてはいるが、その言葉を反映する実在のあり方はまったく共有されていな

いことがわかる。「異端」を見分けるのには「聖性」がいるとも述べられているがこ

れは結局、人間の理性や感性では判断できないことを述べている。「名前」は存在し

ていても、その「実在」は空虚なのである。唯名論からはそうなる。さらに詳しく

見てみよう。 

 

3.4 普遍論争 
「普遍」とは複数の個物によって共有されることでそれらの質的な共通性の根拠と

なるような存在者のことを示す（鈴木他 2014: 141)。例えば赤い丸が３つ並んでい

るとして、その共通性は「赤」と「丸」ということであり、これが「普遍」である。

この普遍をあらわす普遍者が実際に存在するか、普遍は存在せず概念（あるいは名

前）であり、存在するのは個々のモノに過ぎないとする見解の対立が存在した。こ

れは神学上の大問題となった。「人」、「罪」などの普遍者が存在しないとキリスト教

の教えが成立しないからである。普遍論争自体はこの小説の話の中では表立っては

出てこない。僅かにウィリアムが普遍概念については懐疑的であり、個別の事物に

は敬意を払っていたと示されているだけである。ここで用語の正確な理解のために

意味論から見た「普遍性」を整理してみよう。「赤」、「善」、「人」の集合を考えてみ

る。 

 

赤：｛郵便ポスト、赤い頭巾、赤絵具、消防車、火、・・・・｝ 

善：｛席を譲る、寄付する、荷物を持つ、道案内をする・・・｝ 

人：｛A さん、B ちゃん、C 君、D 女史、E 様・・・・・｝ 
 

「赤」、「善」や「人」という概念は集合の共通なもののことであり、そのような共

通性を持つモノのカテゴリーの名称でもある。また個別の物や事柄をそのカテゴ

リーに当てはまるかどうか判断する蓄えられた概念のことともいえる。もし性質を

共有するモノの集合の名前が普遍であれば、それは物質世界には実在しないことに

なる。これが意味論でいう「普遍概念」である。このように「薔薇」、「善」、「赤」

などの言葉は単にカテゴリーの名称にすぎないという立場が「唯名論」である。そ

れに対して、これらの言葉にはそれに対応する実在があるとする立場が「実在論」

である。 

 

3.5 なぜ『薔薇の名前』なのか 
これまで清貧論争、笑いの論争、異端論争、普遍概念の実在性をめぐる論争をみ
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てきた。これらにはまず「言葉」があり、その言葉は人々に共有されてきた。しか

しその言葉に対応する実在については共有されることはなく、その存在自体が疑わ

れた。 

薔薇はもちろん花を代表する存在であり花の女王でもある。薔薇という名前は

人々が共有しているが、それに対応する実在の捉え方は様々である。「薔薇」という

言葉、カテゴリー、つまり普遍概念は世界に存在する幾多の普遍概念の代表になっ

ている。普遍概念のすべてを「薔薇」という言葉が代表している。あるいは普遍概

念の変項として「薔薇」という言葉を使ったのである。この物語で描かれた論争は

全て人により解釈も理解も違う、つまり実在の確定しない普遍概念、つまり名前を

廻っての争いであった。このことを示すために、つまり「清貧」「笑い」「異端」と

いうような普遍概念の代表ということを表すために「薔薇」という言葉を使ったの

である。図示すると次のようになる。 

 

(i)普遍概念「清貧」「笑い」「異端」・・・  代表：薔薇（つまり変項 X） 

(ii)X の名前：普遍概念の名前。それのみが存在し、実在は空虚 
 

この見解の論拠として物語の記録者アドソの最後の言葉をあげよう。「私は神聖な

闇の中に、まったくの沈黙のうちに、深く深く沈んでいくだろう。（中略）そしてあ

らゆる差異は忘れ去られ、単純な基底に、何の異同も見分けられない荒涼とした沈

黙のうちに、だれもがおのれの居場所さえ見いだせない深い奥底に、私は達するで

あろう。（中略）過ぎにし薔薇はただ名前のみ、虚しきその名が今に残れり」(II 383)。

つまり様々な論争も「名前」のみが共有されていたがその名前に対応するはずの実

在は決して共有されることはなく名前のみの論争であったということをこのアドソ

の言葉は伝えている。しかし同時に彼は万物の理解が唯名論的なものでしかないこ

とに寂しさを強く感じていたに違いない。アドソが修道士として全生涯かけて追究

してきた「信仰」「愛」「神」が名前でしかないとは認めたくはなかっただろう。 

 

 

4.「鉛の時代」と「薔薇の名前」 
最後にこの小説と「鉛の時代」との関係、さらに『薔薇の名前』という書物と「鉛

の時代」とのつながりを解明しこの小論の総括にする。この小説の舞台は 14 世紀の

混迷を極めた時代であり、血なまぐさい闘争の時代であった。そこでの争いの中核

には清貧の思想、神学と笑いの関係、異端をめぐる論争があった。その闘争が図 1
で示した権力抗争として展開されたのである。ウンベルト・エーコがこの小説を書

いたのは 1980 年。その 10 年前からイタリアは「鉛の時代」を迎えた。何が起こっ
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たのかをまとめてみよう。 

 

 ①1968 年左翼学生の運動、左翼労働運動の高まり。 

 ②左翼の運動に脅威を感じたネオ・ファシストによる 1969 年ミラノ農業銀行爆破 
  事件。 

 ③同じくネオ・ファシストの 1970 ボローニャ駅爆破事件。 

 ④1970 年イタリア海軍の英雄で名門貴族出身のボルゲーゼによるクーデター未遂 
  事件。 

 ⑤1978 年極左集団「赤い旅団」によるキリスト教民主党アルド・モーロ誘拐・殺 
  害事件。 

 

これらの事件の背景にある勢力構造を図示してみよう。 

 

ここで「鉛の時代」と 14 世紀のイタリアの混乱とは写像関係のように似通った構

造を持っている。まず元キリスト教民主党党首のモーロはイタリア共産党と和解し

社会に安定をもたらそうとしていた（ちょうどフランチェスコ会総長ミケーレが社

会の安定を求めたように）。それに対し、現首相のアンドレオッティは共産党との和

解を望まなかった（教皇ヨハネス 22 世が清貧思想を排斥したように）。アンドレオッ

ティは赤い旅団に拉致されたモーロの釈放を求めずモーロは殺害された。この共産

主義との歴史的和解を望まない点では CIA や NATO も同様であった。極左過激派の

赤い旅団は（異端のドルチーノ派が極端な清貧に走ったように）社会の安定よりは

彼らの思想に近い共産主義を求めていた。さらにネオ・ファシストは共産主義の浸

透に強く反発した（清貧思想の浸透に反発したドミニコ会のように）。 

「鉛の時代」には共産主義、（毛沢東思想にも通ずる）極左主義、極右のファシズ

ム、キリスト教民主主義などの思想が渦巻いており、これらの思想の共有者にはそ

れなりの意味があったものの、その思想の名前に対応する実在は全く共有されずに
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終わったのである。 

中世の清貧論争、「鉛の時代」ともに各思想を「薔薇」という変項で表現するなら、

「薔薇の名前」とは結局、普遍概念は名前だけの存在で、実在をともなわないとする

唯名論であるはずのものを実在論と誤謬しての争いであったことを表現する。これ

が『薔薇の名前』の意味であると私は思う。 

 

 
参考文献 

 

ジョルジョ・アガンベン（上村忠男、太田綾子訳）『いと高き貧しさ――修道院規則と生の形式』

みすず書房、2014 年。 

デヴィッド・アームストロング（秋葉剛史訳）『現代普遍論争入門』春秋社、2013 年。 

トマス・アクィナス（山田晶訳）『神学大全 I, II』中公クラッシクス、2014 年。 

ウンベルト・エーコ（河島英昭訳）『薔薇の名前』（上）（下）東京創元社、1980 年。  

ウンベルト・エーコ（中川エツコ訳）『ヌーメロ・ゼロ』河出書房新社、2016 年。 

ウンベルト・エーコ（和田忠彦監訳）『世界文明講義』河出書房新社、2017 年。 

ヴィケール, M. H.（朝倉文市他訳）『中世修道院の世界 使途の模倣者たち』八坂書房、2004
年。 

佐藤彰一『禁欲のヨーロッパ 修道院の起源』中公新書、2014 年。 

鈴木征朗他『現代形而上学 分析哲学が問う、人・因果・存在の謎』新曜社、2014 年。 

宮田光雄『キリスト教と笑い』岩波新書、1992 年。 

宮田光雄『宮田光雄集＜聖書の信仰＞VI』岩波書店、1996 年。 

若松英輔、山本芳久『キリスト教講義』文芸春秋、2018 年。 

山本芳久『トマス・アクィナス 理性と神秘』岩波新書、2017 年。 

山内志朗『普遍論争』平凡社、2008 年。 

雑誌特集ユリイカ『エーコ ベストセラー「薔薇の名前」はいかにして生まれたか』青土社、 

    1989 年 5 月。 

 





 
* Associate Professor of Chinese Philosophy, Faculty of International Studies, Kindai University. E-
mail: muratamio@intl.kindai.ac.jp 
 
Murata, M. (2022). An Annotated Translation of Wang Wei’s “Xuhua” in Lidaiminghuaji juan 6. Journal 
of International Studies, 7, 165-189. 
©2022 Mio Murata 

Translation 
 

 

『歴代名畫記』卷六王微「敍畫」譯注 
 

An Annotated Translation of  
Wang Wei’s “Xuhua” in Lidaiminghuaji juan 6 

 
村 田 み お (Mio Murata)* 

 
ABSTRACT: This paper is an annotated translation of part of Wang Wei 
in Zhang Yanyuan’s Lidaiminghuaji juan 6, including Wang Wei’s 
“Xuhua”. There are many critical editions and annotated translations of 
Lidaiminghuaji, including the part of Wang Wei. Also, there are research 
books that discuss Wang Wei in detail. However, each of the above 
research results has a different form, and there are considerable variations 
in proofreading and interpretation about “Xuhua”. This paper proofread 
part of Wang Wei in Lidaiminghuaji juan 6, including Wang Wei’s 
“Xuhua”, translated into Japanese, and annotated again. The main purpose 
of this paper is to review the past research results, synthesize their 
advantages, and supplement annotations of the examples. 
 
KEYWORDS: 歴代名畫記, 王微, 敍畫, 山水畫, 畫論 

 

 
本稿は張彦遠『歴代名畫記』卷六敍歴代能畫人名宋の王微の條に引用される「敍

畫」を含めて、王微（四一五～四五三）の條全體を譯注するものである。譯注の中

心となるのは「敍畫」引用部分であるため、敢えて標題の中に「敍畫」を加えた。 

『歴代名畫記』にはこれまで相當數の點校・譯注等が作られてきており、王微の

條も無論その中に含まれる。また研究書で王微を取り上げ詳細に論じたものとして

は後掲の中村茂夫『中國畫論の展開 晉唐宋元篇』（一九六五）に點校・訓讀・論

考、陳傳席『六朝畫論研究』（一九八五）に論考・點校・譯注がある。このように

參照可能なものは多いのだが、それぞれに形式上の繁簡が樣々である上に、王微

「敍畫」は校訂や解釋にかなりの幅がある。 
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そこで本稿では、下に列擧した版本、及び點校・譯注等を用いて、あらためて本

文の校勘と現代日本語譯、注釋を行う。先行する點校・譯注等の解釋の相違を検討

し、優れた點を総合すること、またそれらにおいては比較的手薄であった用例の注

釋を補うことを主眼とする。 

 

凡例 

・底本は津逮祕書本とする。 

『歴代名畫記』 

明嘉靖版天津圖書館藏本（畢斐『明嘉靖刻本歴代名畫記』影印） 

※なお明嘉靖版は日本では靜嘉堂文庫藏本がある。 

津逮祕書本（國立國會圖書館藏、第九一～九三冊、デジタルコレクション、コ

マ六四～六五） 

王氏畫苑本（大阪府立中之島圖書館藏、916 6、卷之三、第二冊） 

學津討源本（百部叢書集成影印） 

『佩文齋書畫譜』卷十五論畫五畫學上に「敍畫」の「夫言繪畫～畫之情也」部分

を収録 

『佩文齋書畫譜』清刊本（大阪府立中之島圖書館藏、903 12） 

本稿では上から順に嘉本、津本、王本、學本、佩本と略稱する。 

・參照した點校・譯注等（研究書も含む）は次の通りである。 

小野勝年『歴代名畫記』岩波文庫、一九三八 訓讀・注釋 

于安瀾編『畫史叢書』上海人民美術出版社、一九六三 點校 

兪劍華『歴代名畫記』上海美術出版社、一九六四 點校・注釋 ※以下兪（ａ） 

『中國美術論著叢刊 歴代名畫記』人民美術出版社、一九六三 點校 

中村茂夫「宗炳と王微――劉宋時代の畫論」『中國畫論の展開 晉唐宋元篇』中

山文華堂、一九六五、五九～九七頁 點校・訓讀・論考 

岡村繁・谷口鉄雄「歴代名畫記」、目加田誠編『文學藝術論集』平凡社、中國古

典文學大系、一九七四 譯注 

長廣敏雄『歴代名畫記』一・二、平凡社、東洋文庫、一九七七 訓讀・譯・論説 

陳傳席『六朝畫論研究』學生書局、一九九一（初出は江蘇美術出版社、一九八

五） 論考・點校・譯注 

※なお陳傳席『中國山水畫史（修訂本）』（天津人民美術出版社、二〇〇一、一

三～一七頁）にも論述あり 

承載『歴代名畫記全譯』貴州人民出版社、中國歴代名著全譯叢書、一九九九（二

〇〇九に再版） 點校・譯注 
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兪劍華『中國畫論選讀』江蘇美術出版社、二〇〇七 注釋・譯意 ※以下兪

（ｂ） 

畢斐『明嘉靖刻本歴代名畫記』上下、中國美術學院、二〇一八 影印・點校 

王菡薇・劉品『歴代名畫記注譯與評介』中華書局、二〇二一 點校・譯注 

許逸民『歴代名畫記校箋』中華書局、二〇二一 點校・注 

・【原文】における太字及び※は【校勘】で言及する箇所を表す。〓は脱字を表

す。 

・【校勘】では津本を底本と稱する。 

・【注釋】には注番號は用いず、對應する原文の箇所を見出しに掲げた。見出し及

び引用文は、長い場合は適宜省略し、「…」で省略箇所を示した。引用した原文

における小字・夾注は（ ）で表す場合がある。 

・【現代日本語譯】では、便宜として内容に應じて段落を分けた。 

・文字は基本的に第二水準までの舊字としたが、必ずしも統一されてはいない。 

・表示困難な文字は［ ］を用いて［○＋○］等の形式で表す。 

 

 

【原文】 

王微、字景玄※（下品）、瑯琊臨沂人。善書畫。嘗居一屋、讀書玩古、不出十餘

年。與友人何偃書曰、吾性知畫、蓋鳴鵠識夜之機、盤紆糺紛、咸紀心目、故山水之

好、一徃迹求、皆得髣髴。竟不就辟、世祖以貞栖絶俗、贈祕書監。微作敍畫一篇、

其略曰、辱顏光祿書、以圖畫非止藝行、成當與易象同體。而工篆隸者自以書巧爲

高。欲其竝辯藻繪、覈其攸同。夫言繪畫者、竟求容勢而已。且古人之作畫也、非以

案城域、辯※方州、標※鎭阜、劃浸※流。本乎形者融靈、而動者變※心也※。靈亡

所※見、故所託不動、目有所極、故所見不周。於是乎以一管之筆、擬太虚之體、以

判軀之状、畫寸眸之明。曲以爲嵩高、趣以爲方丈。以叐之畫齊乎太華、枉之點表夫

隆※準。眉額頰輔、若晏笑※兮、孤巖鬱秀、若吐雲兮。横變縱化、故動生焉、前矩

後※方、〓〓出焉。然後宮觀舟車、器以類聚、犬※馬禽魚、物以状分。此畫之致

也。望秋雲、神飛揚、臨春風、思浩蕩。雖有金石之樂、珪璋之琛、豈能髣髴之哉。

披圖按牒※、効異山海。綠林揚風、白水激澗。嗚呼、豈獨運諸指掌、亦以明神降

之。此畫之情也（宋書有傳、及王※智深宋紀、序在別傳）。謝赫云、微與史道碩竝

師荀衞、王得其意、史傳其似。在顧寳光下。彦遠論曰、圖畫者、所以鑒戒賢愚、怡

悦情性。若非窮玄妙於意表、安能合神變乎天機。宗炳王微皆擬迹巣由、放情林壑、

與琴酒而俱適、縱烟霞而獨徃。各有畫序、意遠迹高、不知畫者、難可與論。因著※

于篇、以俟知者。 
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【校勘】 底本は津本 

「玄」 嘉本作「公」、王本作「賢」。 

「辯」 佩本作「辨」。 

「標」 嘉本・王本作「てへん＋票」。 

「浸」 嘉本・王本作「漫」。 

「者變」 王本・佩本作「變者」。 

「也」 底本作「止」。王本・佩本作「也」。據王本・佩本改。 

「亡所」 底本無「所」字。王本作「亡所」、佩本作「無所」。據王本改。 

「夫隆」 嘉本作「失隆」、佩本作「夫龍」。 

「笑」 底本作「［竹＋友］」。王本作「［竹＋叐］」、學本作「［竹＋犮］」佩本作

「笑」。據佩本改。 

「後」 嘉本・王本作「彼」。 

「犬」 王本作「大」。 

「牒」 嘉本・王本作「牌」。 

「王」 嘉本作「天」。 

「著」 底本似作「者」。嘉本・王本・學本・佩本作「著」。據嘉本・王本・學本・

佩本改。 

 

 

【現代日本語譯】 

 王微、字は景玄（下品）、瑯琊の臨沂の人である。書畫を得意とした。いつも一

室におり、書物を讀み古いものを玩味して、十年餘りも家を離れなかった。友人の

何偃に書簡を與えて「私が生まれながらに畫が分かるのは、思うに白鳥に夜半の時

間が分かって鳴く天分があるようなもので、曲がりくねり入り乱れる樣を、全て心

と目で覺えるのだ。だから山水の素晴らしさは、一度出向いてからその姿を追い求

めてみると、みなイメージを得られるのだ」と述べた。結局出仕の招きに應じず、

世祖（孝武帝劉駿）は高潔な態度で隱居して俗世との關わりを斷ち切ったことによ

り、祕書監を贈った。 

王微は「敍畫」一篇を書いており、かいつまむと次のように言う。 

「顏光祿（顏延之）からお手紙をいただいたところ、圖畫は技藝の域に止まらず、

必ずや易の形象と一體のものである、とのこと。ところが篆書・隷書を得意とする

人は書の技巧の方が高尚だと決め込んでいる。そういう人には合わせて繪畫につい

て論じ、共通點を考えてみて欲しいものである。そもそも繪畫について述べる人と

いうのは、結局のところ形と勢いを求めるだけなのである。しかも古人が繪畫を

作ったのは、それによって街區を調べたり、領土を辨別したり、名山その他の山々
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を明示したり、湖や川を區分するわけではない。もともと形というのは靈と融け合

うのであり、動きというのは心に變化を與えるものである。靈は目では見えないの

で、動かない形の中に託されるし、目には限界があるので、全てを見盡くせるわけ

ではない。そこでたった一本の筆でもって、果てしない世界の本質を寫し取り、部

分的な形によって、小さな目で見渡す光景を描くのである。曲がりくねった筆遣い

で中嶽である嵩高山を描き、素早い運筆で東海の方丈山を描く。拔き払った筆畫は

太華山に等しく、曲がった點は高い鼻梁のような稜線を表す。眉や額、頬のように

起伏した山肌は、穏やかに笑っているかのよう、ひとり聳え立つ巖は、雲を吐き出

しているかのようだ。筆遣いが縱にも横にも自在に變化するので、動きが生まれる

し、前にも後にも規範があるから、〓〓が現れる。それから宮殿や舟、車といった

道具は種類に應じてまとめ、犬や馬、鳥や魚といった生き物は見た目に應じて分け

て描かれる。これが繪畫の道理なのである。秋の雲を眺めやると精神は飛翔し、春

の風に吹かれると思いはのびのびと廣がる。高貴な身分の禮樂に用いられる金石の

樂器の音樂や珪璋の寶玉があったとしても、こんな思いを味わえはしない。繪圖を

開き畫帖をよく見れば、その効用は『山海經』の圖とは異なる。そこには綠の林に

風が吹き上がり、白く波立つ流れが溪谷でしぶきを飛ばしているのである。ああ、

それらを容易く手に取れるのみならず、神靈がそこに降臨するのだ。これが繪畫の

本性なのである。」 

 謝赫は次のように言う。 

「王微と史道碩はともに荀勗と衞協を師としたが、王微はその畫意を體得し、史道

碩はその形似を受け繼いだ。顧寶光の下である。」 

 わたくし彦遠は論じて次のように言う。 

「繪畫というのは、賢者と愚者を教訓や戒めとするものだし、人の心情を樂しくさ

せるものである。もし捉え難い奧深さを誰も思いも寄らないところまで極めるので

なかったら、どうして計り知れない變幻自在さをその源である自然の神祕に合致さ

せられるだろうか。宗炳と王微はいずれも政治を嫌った巣父、許由に倣い、山林溪

谷に心を解き放ち、琴と酒を友として安らぎ、煙霞たなびく山水に身を投じて我が

道を行った。各々畫の序（宗炳「畫山水序」、王微「敍畫」）を書いており、そこに

表された考えや行いは遠大高尚で、繪畫が分からない者とはともに論じようがな

い。そこで文章に書き記し、分かってくれる者を待つことにしたのである。」 

 

 

【注釋】 

・王微 

名家である琅邪の王氏一族である。中村氏前掲書（八一～八九頁）に前漢の王吉か
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ら王微に至るまでの系圖、及び一門の人々の事跡の解説がある。 

『宋書』卷六十二王微傳 

王微、字景玄、琅邪臨沂人、太保弘弟子也。父孺、光祿大夫。微少好學、無不通

覽、善屬文、能書畫、兼解音律、醫方、陰陽術數。年十六、州擧秀才、衡陽王義季

右軍參軍、並不就。起家司徒祭酒、轉主簿、始興王濬後軍功曹記室參軍、太子中舍

人、始興王友。父憂去官。服闋、除南平王鑠右軍諮議參軍。微素無宦情、稱疾不

就。仍除中書侍郎、又擬南琅邪、義興太守、並固辭。……微常住門屋一間、尋書玩

古、如此者十餘年。……元嘉三十年、卒、時年三十九。僧謙卒後四旬而微終。遺令

薄葬、不設轜旐鼓挽之屬、施五尺牀、爲靈二宿便毀。以嘗所彈琴置牀上、何長史

來、以琴與之。何長史者、偃也。無子。家人遵之。所著文集傳於世。世祖即位、詔

曰、微棲志貞深、文行惇洽、生自華宗、身安隱素、足以賁茲丘園、惇是薄俗。不幸

蚤世、朕甚悼之。可追贈祕書監。 

『太平御覽』卷千百卉部苔引王智深宋記 

王微、字景玄、大保弘之弟子也。吏部尚書江湛愛其才用、擧爲吏部郎。陳病篤不

受、因與湛書告絶。足不踰閾十有餘載、棲遲於環堵之室、苔草沒階。 

元嘉三十年に年三十九で卒した點については、中華書局點校本二十四史『宋書』の

校記によると、各本「元嘉二十年」「年二十九」に作るが、孫虨『宋書考論』の説

に從って「二」を「三」に改めており、本稿もこれに從う。よって生卒年は四一五

～四五三となる。 

また『宋書』の傳には始興王劉濬、從弟の王僧綽、何偃に與えた書簡、及び先に亡

くなった弟の王僧謙を悼む文が引かれている。後文の何偃への書簡の一文は次の

「與友人何偃書曰……」注の通り。 

 

・與友人何偃書曰…… 

『宋書』卷五十九何偃傳 

何偃字仲弘、廬江灊人、司空尚之中子也。州辟議曹從事、擧秀才、除中軍參軍、臨

川王義慶平西府主簿。召爲太子洗馬、不拜。元嘉十九年、爲丹陽丞、除廬陵王友、

太子中舍人、中書郎、太子中庶子。時義陽王昶任東官、使偃行義陽國事。……大明

二年、卒官、時年四十六。 

『宋書』卷六十二王微傳 

時論者或云微之見擧、廬江何偃亦豫其議、慮爲微所咎、與書自陳。微報之曰……至

於生平好服上藥、起年十二時病虚耳。所撰服食方中、粗言之矣。自此始信攝養有

徴、故門冬昌朮、隨時參進。寒温相補、欲以扶護危羸、見冀白首。家貧乏役、至於

春秋令節、輒自將兩三門生、入草采之。吾實倦遊醫部、頗曉和藥、尤信本草、欲其

必行、是以躬親、意在取精。世人便言希仙好異、矯慕不羈、不同家頗有罵之者。又
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性知畫繢、蓋亦鳴鵠識夜之機、盤紆糾紛、或記心目、故兼山水之愛、一往跡求、皆

仿像也。不好詣人、能忘榮以避權右、宜自密應對擧止、因卷慚自保、不能勉其所短

耳。由來有此數條、二三諸賢、因復架累、致之高塵、詠之清壑。瓦礫有資、不敢輕

厠金銀也。 

 

・鳴鵠識夜 

『淮南子』説山訓 

鷄知將旦、鶴知夜半、而不免於鼎俎。 

高誘注云、鶴夜半而鳴也。以無智謀、不能免于鼎俎。 

『抱朴子』外篇博喩 

偏才不足以經周用、隻長不足以濟衆短。是以鷄知將旦、不能究陰陽之歴數。鵠識夜

半、不能極晷景之道度。 

 

・盤紆糺紛 

『史記』卷百十七司馬相如傳子虚賦 

雲夢者、方九百里、其中有山焉。其山則盤紆岪鬱、隆崇嵂崒、岑巖參差、日月蔽

虧、交錯糾紛、上干青雲、罷池陂陁、下屬江河。 

 

・髣髴 

『史記』卷百十七司馬相如傳子虚賦 

於是鄭女曼姫、被阿錫、揄紵縞……縹乎忽忽、若神仙之仿佛。 

『弘明集』卷一正誣論 

今悠悠之徒、見形而不及道者、莫不貴崇高而忽仄陋。是以諸奉佛者、仰慕遺跡、思

存髣髴、故銘列圖象、致其虔肅。 

 

・竟不就辟、世祖以貞栖絶俗、贈祕書監 

「王微」の注を参照。一度官途に就いたが父の喪に服して以降は出仕せず、死後に

孝武帝劉駿から祕書監を追贈された。 

 

・貞栖絶俗 

『宋書』卷八明帝紀 

若乃林澤貞栖、丘園耿潔、博洽古今、敦崇孝讓、四方在任、可明書搜揚、具即以

聞、隨就褒立。 

『莊子』雜編盜跖 

今夫此人以爲與己同時而生、同郷而處者、以爲夫絶俗過世之士焉。 
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『後漢書』傳四十七劉陶傳 

竊見故冀州刺史南陽朱穆、前烏桓校尉臣同郡李膺、皆履正清平、貞高絶俗。 

 

・辱顏光祿書 

顏延之（三八四～四五六）も王微と同じく琅邪臨沂の人、文才により謝靈運と合わ

せて顏謝と呼ばれた。 

『宋書』卷七十三顏延之傳 

顏延之、字延年、琅邪臨沂人也。……延之少孤貧、居負郭、室巷甚陋。好讀書、無

所不覽、文章之美、冠絶當時。……復爲祕書監、光祿勳、太常。……居身清約、不

營財利、布衣蔬食、獨酌郊野、當其爲適、傍若無人。……元凶弑立、以爲光祿大

夫。……世祖登阼、以爲金紫光祿大夫、領湘東王師。……孝建三年、卒、時年七十

三。追贈散騎常侍、特進、金紫光祿大夫如故。諡曰憲子。延之與陳郡謝靈運俱以詞

彩齊名、自潘岳、陸機之後、文士莫及也、江左稱顏謝焉。所著並傳於世。 

この句以下、どこまでを顏延之からの書簡の内容とするかは、冒頭の「辱顏光祿

書」のみとするものから「覈其攸同」までとするものまで、各點校・譯注により見

解が分かれる。概ね長さに準じて列擧すると次の通りである。 

陳：「辱顏光祿書」のみで改行、後は全て王微とし、次の「以」を「因爲」と

解釋 

中村、岡村・谷口：「易象同體」まで 

小野、許：「書巧爲高」まで 

承：「易象同體」までは明瞭に顏延之とし、「而工篆隸」以下は曖昧。 

王・劉：陳氏と同じく「以」を「因爲」と譯し、「書巧爲高」までは曖昧、「欲

其竝辯」の譯文に「我」と主語を入れており王微とするよう 

長廣、兪（ｂ）：「覈其攸同」まで 

また例えば輯本では、張溥『漢魏六朝百三名家集』顏延之集、嚴可均『全宋文』卷

三十七は「書巧爲高」までを引く。なお、本稿でも校勘に用いた『佩文齋書畫譜』

卷十五は「夫言繪畫」からを引いているが、それ以前を顏延之と見なしたとは限ら

ず、王微の本論の開始として「夫言繪畫」からとした可能性があるだろう。 

以上の諸説は各々可能な解釋であるが、本稿では次の注に擧げた『歴代名畫記』の

引用を手がかりとしてひとまず「易象同體」までとする。 

 

・以圖畫非止藝行、成當與易象同體 

この二句については、顏延之の非常に近しい趣旨の言が『歴代名畫記』卷一の「敍

畫之源流」に引用されており、そこでは圖の意義を、理を描く易の卦象、識を描く

文字、形を描く繪畫の三者に分類する。 
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『歴代名畫記』卷一敍畫之源流 

按字學之部、其體有六、一古文、二奇字、三篆書、四佐書、五繆篆、六鳥書。在幡

信上、書端象鳥頭者、則畫之流也。顏光祿云、圖載之意有三、一曰圖理、卦象是

也、二曰圖識、字學是也、三曰圖形、繪畫是也。又周官、教國子以六書、其三曰象

形、則畫之意也。是故知書畫異名而同體也。 

また中村氏は、王微宛ての書簡が顏延之の文集に収録され、後に張彦遠がそれを

『歴代名畫記』に引用したとも推測する（前掲書九〇～九一頁）。同一書簡からの二

通りの引用かは定め難いが、少なくともここまでは顏延之の言としてよい。 

「藝行成當」四字については、譯者により斷句と解釋にかなり差がある。そのうち

岡村・谷口氏は「藝行」は「藝術」の缺誤（すなわち「術」字の「朮」部分脱落）

と考え、また「成當」は「必當」「定當」の意とする。陳氏は「行：音杭」で「技

術的行列」と解する。本稿は「行」については「朮」脱落の可能性を視野に入れつ

つ陳氏に從い、「成」は岡村・谷口氏に從って「必」「定」の意とする。 

 

・易象 

『世説新語』文學 

殷中軍、孫安國、王、謝能言諸賢、悉在會稽王許。殷與孫共論易象妙於見形。孫語

道合、意氣干雲。一坐咸不安孫理、而辭不能屈。 

 

・欲其竝辯藻繪 

「其」には何らかの誤脱が想定されてきた。陳氏は「欲竝辯其藻繪」の意と考え、

「其」は「圖畫」「篆隸」を指し、「藻繪」は輝かしい價値とする。岡村・谷口氏は

本來は「某欲竝辯藻繪」だったが轉倒・缺誤が生じたとの疑いを示し、「藻繪」は

繪畫と譯す。許氏は「藻繪」は上の「書」と對となって「圖畫」を指し、「其」は

「工篆隸者」を指す、とする。「藻繪」はそもそも彩りある模樣を意味する語であり

（『史記』平準書「乃以白鹿皮方尺、縁以藻繢、爲皮幣、直四十萬」、『抱朴子』外篇

廣譬「泥龍雖藻繪炳蔚、而不堪慶云之招」）、ここでは繪畫を指して使われていると

してよいだろう。何らかの誤脱の可能性はあるが、文字を改めずに通じる許氏の解

釋に從う。 

 

・夫言繪畫者、竟求容勢而已 

この箇所は「言繪畫者」に對する王微の姿勢を否定的とするか肯定的とするかによ

り解釋が分かれる。すなわち「容勢」を次の文で否定される地圖的なものと解する

か、またはさらに後文の王微の主張に沿うものとするかによる。否定的、批判的な

立場とする場合、「容勢」を表面的な外形の意とし、繪畫を本當には理解していな
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い者の淺薄で誤った捉え方と解釋する（中村、岡村・谷口、陳、承）。一方で長廣

氏は「生きた姿（容勢）」、兪氏（ｂ）は「自然界的一種状態形勢」と譯し、肯定

的、すなわち王微自身の姿勢に沿うものとする。「容勢」は參考としうる用例が見

出せないし、後文に「容勢」や近似の語句が見られないため意味を限定し難い。本

稿では限定を控え、單純に「形と勢い」と譯すにとどめる。 

 

・城域 

『管子』八觀 

夫國城大而田野淺狹者、其野不足以養其民。城域大而人民寡者、其民不足以守其

城。 

 

・方州 

『淮南子』冥覽訓 

背方州、抱圓天、和春陽夏、殺秋約冬、枕方寢繩、陰陽之所壅沈不通者、竅理之。 

高誘注云、方州、地也。 

『文選』卷四十八班固典引 

若乃嘉穀靈草、奇獸神禽、應圖合諜、窮祥極瑞者、朝夕坰牧、日月邦畿、卓犖乎方

州、羨溢乎要荒。 

 

・鎭阜 及び 浸流 

『周禮』夏官職方氏 

東南曰揚州。其山鎮曰會稽。其澤藪曰具區。其川三江。其浸五湖。 

鄭玄注云、鎮、名山安地徳者也。……浸、可以爲陂灌漑者。 

『荀子』賦 

有物於此、生於山阜、處於室堂。 

『文選』卷二十七魏文帝善哉行 

湯湯川流、中有行舟。隨波廻轉、有似客遊。 

 

・本乎形者融靈、而動者變心也。靈亡所見 

この部分は「敍畫」の中で特に解し難い箇所であり、各種の點校・譯注での解釋の

幅も大きい。それは文字の異同、何らかの脱誤の可能性、句讀及び對句のとり方に

よる。 

行文上、直前で繪畫は地形の辨別や明示といった地圖的役割をするものではないと

述べており、この句以降が「敍畫」が考える繪畫の在り方を示すのは諸氏の一致す

るところであろうが、次の①②に示す通り文字の異同がある。 
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①王本・佩本「本乎形者融靈而動變者心也靈亡所見」 

②嘉本・津本・學本「本乎形者融靈而動者變心止靈亡見」 

點校・譯注においてはこの①②いずれを採るかという點に加えて、句讀と對句のと

り方による違いも大きい。「乎」「而」を對として「融」で切る場合と、「而」の前

後を對として「靈」で切る場合、及びそれ以外に分かれ、かつ「心」を下の句に屬

させる場合もある。 

參照した點校・譯注を採用している原文によって①②に分け、かつ句讀の違いに

よって●（「融」で切る）○（「靈」で切る）◎（それ以外）を加えて当該箇所を示

すと以下の通りである。 

① 

●小野「形に本づくものは融す。靈にして而して動變するものは心なり。靈は見

るる所なし、」 

●中村「本於形者融、靈而動者心也。靈亡所見、」※「乎」が「於」にされ、

「變」を脱する。 

●岡村・谷口「形によって成りたっているものは見た目にはっきりと分かり、反

對に靈妙で躍動しているものは心である。心の靈妙さは直接に目にみえるもの

ではないが、」※津本・學本は誤脱しており、王本が優れると注記する。 

○陳「本乎形者融靈。而動者變心。止靈亡見、」※津本を底本とした原文を擧げ

るが、校注及び譯では王本・佩本に從う。 

○王・劉「本乎形者融靈、而動變者心也、靈亡所見、」 

●許「本乎形者融、靈而變動者心也。靈亡所見、」※この箇所は王本によると注

記するが、「動變」を轉倒させている。 

② 

●畫史叢書「本乎形者融、靈而動者變、心止靈無見、」※「亡」を「無」に作

る。 

●中國美術論著叢刊「本乎形者融。靈而動者變心。止靈亡見。」※校記に王本を

擧げる。 

●兪（ａ）「本乎形者融、靈而動者變、心止靈亡見、」※ただし恐らく誤りがあり

佩本を佳とすると注記。 

●兪（ｂ）同上 ※注に王本・佩本も擧げ、やや異なるがいずれでも通じる、と

する。 

○長廣「形は靈に融し、而して動は心を變ずるに本づく。止だ靈は見るなし、」

「根本とするところは、〔描かれた〕形が人間の精神を霊妙なものに融合させ、

〔描かれた〕動きは人間の心情を変えることである。ただ、靈妙なものは目で

はみえないから（現前しないのだから）、」 
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◎承「本乎形者、融靈而動者變。心［止］靈亡見、」※「心」を下の句に屬させ、

「止」は衍字として削る。 

◎畢「本乎形者。融靈而動。者變心止。靈亡見。」※嘉本影印に加えた句讀。下

卷の校記に王本を擧げる。 

また文字の異同と句讀だけでなく、もちろん個別の語句をどう解釋するかの違いも

あり、各種の點校・譯注の解釋はかなり多樣である。 

本稿で再検討したいのは、これらの點校・譯注が①②いずれかに依據しており、両

者を合わせて校訂していない點である。またそれゆえに、「敍畫」全體がほぼ對句

で構成されいるためここも本來對句であったと想定するのが妥當なのに、對句にし

切れていなかった。そこで本稿では、②「者變」と①「也」「所」を採用し、「而」

の前後を對として「靈」で切ることとする。「本乎」の二字については、「～に本づ

く」の意で長廣氏の如く對の二句全體にかけるのも一案であるが、陳氏が「本來」

と副詞に譯している。副詞とする解釋を支持できる用例は未見であるが、「乎」は

副詞の接尾辞と考えて、「本來」「本自」の如く「もとより」と解することとする。 

 

・一管之筆 

『晉書』卷九十二文苑傳曹毗對儒 

徒以區區之懷而整名目之典、覆蕢之量而塞北川之洪、檢名實於俄頃之間、定得失乎

一管之鋒。 

 

・太虚 

『莊子』外篇知北游 

以無内待問窮、若是者、外不觀乎宇宙、内不知乎太初、是以不過乎崑崙、不遊乎太

虚。 

『文選』卷十一孫綽游天台山賦 

太虚遼廓而無閡、運自然之妙有、融而爲川瀆、結而爲山阜。 

 

・判軀之状 

中村氏、岡村・谷口氏、陳氏、王・劉氏、許氏が部分的、断片的な形状と解釋する

のに從う。判軀の用例や類義語は見出せなかったが、文脈の上で妥當と考える。 

 

・寸眸之明 

『文選』卷六左思魏都賦 

八極可圍於寸眸、萬物可齊於一朝。 

『歴代名畫記』卷六宗炳畫山水序 
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且夫崑崙山之大、瞳子之小、迫目以寸、則其形莫覩、逈以數里、則可圍於寸眸、誠

由去之稍濶、則其見彌小。 

『莊子』雜篇外物 

目徹爲明、耳徹爲聰、鼻徹爲顫、口徹爲甘、心徹爲知、知徹爲徳。 

 

・嵩高 

五嶽の一つの中嶽である嵩山のこと。 

『史記』卷二十八封禪書 

昔三代之居皆在河洛之間、故嵩高爲中嶽、而四嶽各如其方、四瀆咸在山東。 

 

・趣 

「趣」は「おもむき」の意とする解釋もあるが、具體的な筆の動きを表す「曲」と

對にされており、かつ「趣」の基本的字義である點から、兪氏（ａ）「疾、遽」、許

氏「謂短促之筆」とするのに從う。 

 

・方丈 

『史記』卷六秦始皇本紀 

齊人徐巿等上書、言海中有三神山、名曰蓬萊、方丈、瀛洲、僊人居之。 

 

・叐之畫 及び 枉之點 

この二つの表現について、中村氏は次の「非草書」を擧げ、書の點畫に關する表現

と指摘している。 

『法書要録』卷一趙壹非草書 

夫草書之興也、其於近古乎。……而今之學草書者、不思其簡易之旨、直以爲杜崔之

法、龜龍所見也、其［てへん＋蠻］扶柱桎、詰屈叐乙、不可失也。 

中村氏は「柱桎」は線が流暢に流れず中途で頓挫閉塞して滯まること、「叐乙」は

字體がなだらかに曲がりくねることを表し、王微は「非草書」に據っており、

「枉」は「柱」の誤寫ではないかとする。この見解は岡村・谷口氏、承氏の注釋で

も言及されている。 

上文の「曲」「趣」とともに、「叐」「枉」が筆遣いを意味し、また書の點畫と關連

することについては、「敍畫」冒頭の「與易象同體」「工篆隸者自以書巧爲高」から

の流れとしても妥當である。ただし「叐」「枉」それぞれの意味については、他の

點校・譯注では一字ずつの字義に沿った解釋がされている。「非草書」の例では意

味を十分に限定するのが難しいし、「枉」は「柱」に改めずとも解釋可能であるか

ら、中村氏の説は參考に留める。 
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兪（ａ）「音拔、走犬貌、又通拔、疾也、猝也」 

岡村・谷口「叐（拔き去った筆畫）の線」「柱（まがった筆畫）の點」 

長廣「一はらいの筆畫」「いびつな點」 

陳「急起疾猝」「邪曲」 

承「曲折難辨」「斜側」 

兪（ｂ）「挺拔」「彎曲」 

畢「“犬”俗書作“叐”」 

王・劉「疾猝」「斜曲」 

許「「叐」同「犮（拔）」、高出、拔地而起」 

「叐」については、中村氏以外の多くの點校・譯注が「犮」の異體字で「拔」に通

じるとして解釋するようであるが、「拔」を「引き拔く」「拔きん出る」「速い、慌

ただしい」のどの意とするかには差がある。本稿ではひとまず「引き拔く」の意に

沿って譯した岡村・谷口氏、長廣氏に從う。「枉」は「曲がる」の意である。 

 

・太華 

五嶽の一つの西嶽である華山のこと。 

『尚書』禹貢 

西傾、朱圉、鳥鼠、至于太華。 

『漢書』卷二十八上地理志上京兆尹 

華陰（故陰晉、秦惠文王五年更名寧秦、高帝八年更名華陰。太華山在南、有祠、豫

州山。集靈宮、武帝起。莽曰華壇也。） 

 

・隆準 

『史記』卷八高祖本紀 

高祖爲人、隆準而龍顏、美須髯、左股有七十二黑子。 

集解云、文穎曰、準、鼻也。 

索隱云、李斐云、準、鼻也。始皇蜂目長準、蓋鼻高起。爾雅、顏、額也。文穎

曰、高祖感龍而生、故其顏貌似龍、長頸而高鼻。 

 

・頰輔 

『春秋左氏傳』僖公五年 

諺所謂輔車相依、脣亡齒寒者、其虞虢之謂也。 

杜預注云、輔、頰輔、車、牙車。 

 

・晏笑 
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校勘に示したように、佩本以外はたけかんむりに「友」「叐」「犮」に作るが、これ

については諸氏一致して「笑」の誤りと注記するか、原文を「笑」とする。佩本が

「笑」に作るのは恐らく改めたのであろう。なお許氏はさらに「晏」についても

「「晏笑」不詞、疑當作「宜笑」、「宜」「晏」形近而訛」とするが、「晏」のままで解

釋可能なので從わない。 

 

・孤巖鬱秀 

『高僧傳』卷十一習禪篇晉始豐赤城山竺曇猷 

赤城山、山有孤巖獨立、秀出千雲。猷摶石作梯、升巖宴坐。 

『文選』卷二十四曹植贈徐幹 

聊且夜行遊、遊彼雙闕間。文昌鬱雲興、迎風高中天。 

李善注云、劉淵林魏都賦注曰、文昌、正殿名也。廣雅曰、鬱、出也。爾雅曰、

興、起也。 

 

・吐雲 

『藝文類聚』卷七山部上廬山宋支曇諦廬山賦 

香罏吐雲以像煙、甘泉涌霤而先潤。 

 

・横變縱化 

『法書要録』卷一晉衛夫人筆陣圖 

又有六種用筆、……耿介特立如鶴頭、鬱拔縱横如古隸。 

『法書要録』卷二梁庾肩吾書品上之上 

或横牽竪掣、或濃點輕拂、或將放而更留、或因挑而還直。 

 

・前矩後方、〓〓出焉 

この箇所については諸氏一致して何らかの脱字があるとする。筆者は未見である

が、參照した點校・譯注の言及によると、鄭午昌『中國畫學全史』（中華書局、一

九二九）が「方」の下に「而靈」を補う。中村氏、及び岡村・谷口氏は鄭氏の説に

從う。長廣氏は「前矩後、方出焉」と斷句した上で、論説において「後」の下に

「規故」二字を補うことが考えられると述べ、譯では「前後の方圓があるから、規

範が成り立つ」とする。陳氏は「方」の下に「則形」と入る可能性を示しつつ、二

字脱しても意味は通じるので原文のままとし、「矩」「方」については『周髀算經』

「方出於矩」を引く。 

この箇所の脱字については前文「本乎形者融靈而動者變心」と關連しており、本稿

では前文において「形者融靈」「動者變心」を對としたので、脱字の位置と補い方
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については陳氏の説に近い立場であるが、何を補うかの根據は不足していると考

え、【原文】の「方」の下に不明の二字を示す「〓〓」を入れるにとどめる。また

「矩」「方」はひとまず前の「變」「化」との對比で考え、二字ともに規範や法則と

いう意味で解釋しておく。 

 

・宮觀舟車 

『史記』卷六秦始皇本紀始皇三十五年 

乃令咸陽之旁二百里内宮觀二百七十復道甬道相連、帷帳鍾鼓美人充之、各案署不移

徙。 

『春秋左氏傳』哀公元年 

昔闔廬食不二味、居不重席、……宮室不觀、舟車不飾、衣服財用、擇不取費。 

 

・器以類聚 及び 物以状分 

『周易』繋辞傳上 

天尊地卑、乾坤定矣。……方以類聚、物以羣分、吉凶生矣。在天成象、在地成形、

變化見矣。 

 

・犬馬禽魚 

『論語』爲政 

子游問孝。子曰、今之孝者、是謂能養。至於犬馬、皆能有養。不敬、何以別乎。 

『淮南子』墬形訓 

鳥魚皆生於陰、陰屬於陽、故鳥魚皆卵生。 

『宋書』卷七十五王僧達傳 

性狎林水、偏愛禽魚。 

 

・此畫之致也 

「致」についての各種譯注の解釋は、おおむね「理」「大致」「至」の三つの方向性

に大別できる。本稿ではひとまず「理」の方向で譯すこととする。 

中村「畫の本質内容」   

岡村・谷口「繪畫の理致
さ だ め

」 

長廣「繪畫のすがた（狙い）」 

陳「大致、大概」「畫山水的大致情況」 

兪（ｂ）「畫的大致形式」 

承「繪畫藝術的不易之理」 

王・劉「繪畫的大概情況」 
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許「文選陸士衡文賦「其始也、……其致也、……」李善注「爾雅曰、致、至

也。」」 

 

・望秋雲 

『藝文類聚』卷三歳時上秋宋孝武初秋詩 

夏盡炎氣微、火息涼風生。綠草未傾色、白露已盈庭。遠視秋雲發、近聽寒蟬鳴。運

移矜物化、川上感余情。 

 

・神飛揚 及び 思浩蕩 

『楚辭補注』卷二屈原九歌河伯 

登崑崙兮四望、心飛揚兮浩蕩。 

王逸注云、言已設與河伯俱遊西北、登崑崙萬里之山、周望四方、心意飛揚、志欲

陞天、思念浩蕩而無所據也。 

『文選』卷十一孫綽游天台山賦 

然圖像之興、豈虚也哉。非夫遺世翫道、絶粒茹芝者、烏能輕擧而宅之。非夫遠寄冥

搜、篤信通神者、何肯遙想而存之。余所以馳神運思、晝詠宵興、俛仰之間、若已再

升者也。 

『歴代名畫記』卷六宗炳畫山水序 

於是間居理氣、拂觴鳴琴、披圖幽對、坐究四荒。不違天勵之藂、獨應無人之野。峯

岫嶤嶷、雲林森［耳＋少］。聖賢映於絶代、萬趣融其神思。余復何爲哉、暢神而

已。神之所暢、孰有先焉。 

 

・臨春風 

『楚辭補注』卷二屈原九歌少司命 

望美人兮未來、臨風怳兮浩歌。 

『文選』卷十九宋玉登徒子好色賦 

復稱詩曰、寤春風兮發鮮榮、絜齋俟兮惠音聲、贈我如此兮不如無生。 

 

・金石之樂 

『春秋左氏傳』襄公九年 

君冠、必以祼享之禮行之、以金石之樂節之、以先君之祧處之。 

『春秋左氏傳』襄公十一年 

鄭人賂晉侯以……歌鐘二肆、及其鎛磬、女樂二八。晉侯以樂之半賜魏絳。曰、子教

寡人、和諸戎狄、以正諸華。八年之中、九合諸侯、如樂之和、無所不諧。請與子樂

之。……魏絳於是乎始有金石之樂、禮也。 
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・珪璋之琛 

『禮記』聘義 

以圭璋聘、重禮也。 

『春秋左氏傳』昭公五年 

朝聘有珪、享覜有璋。小有述職、大有巡功。設机而不倚、爵盈而不飲。……禮之至

也。 

杜預注云、享、饗也。覜、見也。既朝聘而享見也。臣爲君使執璋。 

『爾雅』釋言 

琛、寶也。 

以上から、「金石之樂、珪璋之琛」は單に音樂や寶物というだけでなく禮樂で用い

るものを指し、後文「明神降之」とも關連して、神明に通じるのは禮樂よりもむし

ろ繪畫であるという意である。「明神降之 及び 此畫之情也」注の『禮記』樂記

を參照。また禮樂の道具はそれを用いる高位の身分をも表し、世俗の榮達と山水で

の隱逸を對比させる表現であろう。 

 

・披圖按牒 

『漢書』卷二十二禮樂志郊祀歌齊房 

齊房産草、九莖連葉、宮童効異、披圖案諜。玄氣之精、回復此都、蔓蔓日茂、芝成

靈華。 

顔師古注云、臣瓚曰、宮之童豎致此異瑞也。蘇林曰、諜、譜弟之也。 

『後漢書』志三律暦志下暦法論劉昭注引蔡邕上漢書十志疏 

蔡邕戍邊上章曰……郎中劉洪密於用筭、故臣表上洪、與共參思圖牒。 

『西京雜記』卷二 

元帝後宮既多、不得常見、乃使畫工圖形、案圖召幸之。諸宮人皆賂畫工、多者十

萬、少者亦不減五萬。 

また「神飛揚 及び 思浩蕩」注に擧げた宗炳「畫山水序」に「披圖幽對」とある

のを參照。 

 

・効異山海 

この句について、日本の譯注はいずれも「異を効
いた

す」という方向で解するが、「効

す」の譯には幅がある。中國の譯注は「効は～に異なる」という方向で、陳氏の

「山海」を『山海經』とする説、兪氏（ｂ）の「効は山海に異なる無し」という意

味の句に作るべきとする説がある。 

小野「異を山海に効し」 

中村「異を山海に効せば」「山海の奇觀（異）を訪ねてこれを畫にするなら
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ば」 

岡村・谷口「すばらしい景色を海に山にと捜してみると」 

長廣「珍奇なものを山海（諸地域）にきわめる」 

陳「効果大異於《山海經》裡面的圖經」 

兪（ｂ）「語意與上下似有矛盾、應作“功効無異于眞的山海”、確非待考」 

承「指點山川河海」 

王・劉「（其精神享受的）感覺大異于《山海經》裡面的圖經（所帶來的審美感

受）」 

「効異」の用例は上文「披圖按牒」注に引いた『漢書』禮樂志郊祀歌齊房に見える

が、これは「異を効す」ではあっても注によれば奇瑞を差し出すというような意味

であり、「敍畫」の解釋には適用し難い。日本の譯注の譯の表現は各々異なるが、

まとめると「異を山海に見出す／から探し出す」という方向性は共通しているよう

である。陳氏は山と海の意ではなく圖が付いていた『山海經』を指すとし（郭璞

『山海經圖讃』、陶淵明「讀山海經詩」十三首其一「泛覽周王傳、流觀山海圖」、宗

炳「明佛論」「伯益述山海、天毒之國、偎人而愛人」）、當時普通は山と海を指す場

合に「山海」と連用しないこと、繪畫は圖經（上文の「非以案城域」云々）とは異

なるのを主旨とすることを根據とする。兪氏（ｂ）の誤脱を示唆する見解は興味深

いが、その場合例えば「異」を「同」に改めたり「無」一字を加えるといった操作

をすることになる。 

さらに本稿の一案としては、「効」を「ならう」（つまり「俲」と同じ）の意とし

て、山海の珍しく素晴らしい景色をそっくりに描き出している、と解釋できる可能

性もあるだろう。しかしこの解釋を支持する適切な用例は未見である。 

先行する諸氏の解釋の中で、陳氏は當時一般に「山海」とは言わないと述べている

が、例えば『文選』卷十一孫綽游天台山賦「夫其峻極之状、嘉祥之美、窮山海之瑰

富、盡人神之壯麗矣」のように、山と海を指す例はある。ただし地圖的なものと山

水畫を對比して語り始めた流れの中で、『山海經』の圖に言及するのは十分あり得

ると考え、本稿では陳氏に從うことにする。 

 

・綠林揚風、白水激澗 

『藝文類聚』卷三十五人部愁魏陳王曹植九愁賦 

懷憤激以切痛、若回刃之在心。愁戚戚其無爲、遊綠林而逍遙。臨白水以悲嘯、猿驚

聽而失條。亮無怨而棄逐、乃全行之所招。 

『文選』卷二十六潘岳在懐縣作二首其二 

白水過庭激、緑槐夾門植。信美非吾土、秪攪懐歸志。 

『太平御覽』卷十三天部電漢武内傳 
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西王母曰、東方朔爲太山仙官、太仙使至方丈、助三天司命。朔但務山水游戲、擅弄

雷電、激波揚風、風雨失時。 

『文選』卷三十謝靈運田南樹園激流植援 

激澗代汲井、插槿當列墉。羣木既羅戸、衆山亦對牕。 

 

・運諸指掌 

『孟子』公孫丑上 

武丁朝諸侯有天下、猶運之掌也。 

趙岐注云、運之掌、言其易也。 

『抱朴子』内篇對俗 

抱朴子曰、苟得其要、則八極之外、如在指掌、百代之遠、有若同時。 

 

・明神降之 及び 此畫之情也 

「明神降之」について、陳氏は畫家の構想、想像、精神、智惠、思想、感情などが

畫面に注がれることと解釋し、王・劉氏もそれを襲う。また「情」については先行

する譯注では感情や情趣、實情などの譯語が與えられていた。 

中村「畫が觀者の感情にあたえる効果や作用」 

陳「情實」「畫的情實」 

岡村・谷口「繪畫に内在する情趣」 

長廣「繪畫のこころ」 

兪（ｂ）「繪畫的感情、有感染人的力量」 

承「繪畫的眞情所在」 

王・劉「畫的實情」 

本稿では以下に基づき、「明神」は天地に遍く存在する神靈であり、それが描かれ

た山水に降臨すること、また「情」は本性の意と解釋する。 

『周易』繋辞傳下 

古者包犧氏之王天下也、仰則觀象於天、俯則觀法於地、觀鳥獸之文與地之宜、近取

諸身、遠取諸物、於是始作八卦、以通神明之徳、以類萬物之情。 

『毛詩』大雅蕩之什雲漢 

昊天上帝、則不我虞、敬恭明神、宜無悔怒。 

毛傳云、悔、恨也。 

鄭箋云、虞、度也。……天曾不度知我心、肅事明神如是、明神宜不恨怒於我、我

何由當遭此旱也。 

『春秋左氏傳』莊公三十二年 

秋七月、有神降于莘。惠王問諸内史過曰、是何故也。對曰、國之將興、明神降之、
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監其徳也。將亡、神又降之、觀其惡也。故有得神以興、亦有以亡。虞夏商周皆有

之。 

『禮記』樂記 

禮樂之情同、故明王以相沿也。 

正義云、禮樂之状、質文雖異、樂情主和、禮情主敬、致治是同、以其致治情同、

故明王所以相因述也。 

『禮記』樂記 

窮本知變、樂之情也。著誠去偽、禮之經也。禮樂偩天地之情、達神明之徳、降興上

下之神、而凝是精粗之體、領父子君臣之節。 

鄭玄注云、偩、猶依象也。降、下也。興、猶出也。凝、成也。精粗、謂萬物大小

也。領、猶理治也。 

正義云、禮樂偩天地之情者、負、猶依象也。禮出於地、尊卑有序、是負依地之情

也。樂出於天、遠近和合、是負依天之情也。 

 

・王智深宋紀、序在別傳 

『南齊書』卷五十二文學王智深傳 

王智深字雲才、琅邪臨沂人也。少從陳郡謝超宗學屬文。……又敕智深撰宋紀、召見

芙蓉堂、賜衣服、給宅。智深告貧於豫章王、王曰、須卿書成、當相論以祿。書成三

十卷、世祖後召見智深於璿明殿、令拜表奏上。表未奏而世祖崩。 

『舊唐書』卷四十六經藉志上乙部史録 

宋紀三十卷（王智深撰）。 

王智深『宋紀』の王微傳については冒頭「王微」注を參照。 

また「序在別傳」は「敍畫」が王微の『別傳』から『歴代名畫記』採録されたこと

を示すだろう。 

 

・謝赫云、微……顧寳光下 

この部分は謝赫『古畫品録』からの引用である。 

謝赫『古畫品録』第四品王微史道碩 

竝師荀衞、各體善能、然王得其細、史傳似眞、細而論之、景玄爲劣。 

現行の『古畫品録』は「意」を「細」に作るが、『歴代名畫記』は卷五史道碩の條

の引用でもやはり「意」に作る。『古畫品録』第四品は五人おり、王微・史道碩は

五人の内の最後に位置し、直前の三人目は顧寶先である（先と光のいずれが是かは

未詳）。 

 

・荀衞 
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荀勗（勖）と衞協のこと。『古畫品録』でいずれも第一品とされる。『歴代名畫記』

によると曹不興―衞協―荀勗―史道碩・王微という流れで繼承された。ただし長廣

氏が指摘するように、直接の師弟關係とは限らず、作風を手本として學んだことを

意味する可能性がある。 

『歴代名畫記』卷二敍師資傳授南北時代 

今粗陳大略云、至如晉明帝、師於王廙。衞協師於曹不興。顧愷之、張墨、荀勗師於

衞協（衞張同時、并有畫聖之名）。史道碩、王微師於荀勗、衞協。戴逵師於范宣

（荀衛之後、范宣第一）。逵子勃、勃弟顒師於父（已上晉）。 

また『歴代名畫記』卷五敍歴代能畫人名晉に荀勗と衞協各々の條がある。荀勗は

『晉書』卷三十九に傳があり、『世説新語』にもエピソードが見える。 

 

・圖畫 

『史記』卷四十九外戚世家褚少孫補鉤弋夫人 

上居甘泉宮、召畫工圖畫周公負成王也。於是左右羣臣知武帝意欲立少子也。 

 

・鑒戒賢愚 

『國語』楚語下 

人求多聞善敗、以監戒也。今子聞而棄之、猶蒙耳也。 

『後漢書』卷十下皇后紀下順烈梁皇后 

少善女工、好史書、九歳能誦論語、治韓詩、大義略擧。常以列女圖畫置於左右、以

自監戒。 

李賢注云、劉向撰列女傳八篇、圖畫其象。 

『歴代名畫記』卷一敍畫之源流 

曹植有言曰、觀畫者、見三皇五帝、莫不仰戴、見三季異主、莫不悲惋。……見婬夫

妒婦、莫不側目、見令妃順后、莫不嘉貴。是知存乎鑒戒者、圖畫也。 

 

・怡悦情性 

『史記』卷四周本紀 

武王乃作太誓、告于衆庶、今殷王紂乃用其婦人之言……乃斷弃其先祖之樂、乃爲淫

聲、用變亂正聲、怡説婦人。 

『禮記』樂記 

先王本之情性、稽之度數、制之禮義。 

『歴代名畫記』卷一敍畫之興廢 

表上曰……陛下睿聖欽明、凝情好古、聽政之暇、將以怡神。 

 



 
 

Journal of International Studies, 7, June 2022 
 

187 

・玄妙 

『老子』第一章 

道可道、非常道。名可名、非常名。無名天地之始、有名萬物之母。故常無欲以觀其

妙、常有欲以觀其徼。此兩者、同出而異名、同謂之玄。玄之又玄、衆妙之門。 

『晉書』卷九十二文苑傳成公綏嘯賦 

清激切於竽笙、優潤和於瑟琴、玄妙足以通神悟靈、精微足以窮幽測深。 

 

・意表 

『世説新語』識鑑 

王大將軍既亡、王應欲投世儒、世儒爲江州。王含欲投王舒、舒爲荊州。含語應曰、

大將軍平素與江州云何。而汝欲歸之。應曰、此迺所以宜往也。江州當人彊盛時、能

抗同異、此非常人所行。及睹衰危、必興愍惻。荊州守文、豈能作意表行事。 

『陳書』卷二十四袁憲傳 

憲常招引諸生、與之談論、每有新議、出人意表、同輩咸嗟服焉。 

 

・神變 

『晉書』卷二文帝紀景元四年 

奇兵震撃、而朱異摧破。神變應機、而全琮稽服。 

『歴代名畫記』卷一敍畫之源流 

夫畫者、成教化、助人倫、窮神變、測幽微、與六籍同功、四時並運、發於天然、非

繇述作。……書畫同體而未分、象制肇創而猶略、無以傳其意、故有書、無以見其

形、故有畫、天地聖人之意也。 

 

・天機 

『莊子』外篇至樂 

萬物皆出於機、皆入於機。 

郭象注云、此言一氣而萬形、有變化而無死生也。 

『淮南子』原道訓 

聖人處之、不爲愁悴怨懟、而不失其所以自樂也。是何也。則内有以通於天機、而不

以貴賤、貧富、勞役失其志徳者也。 

『宋書』卷二十二樂志四傅玄晉鼓吹歌曲宣受命 

宣受命、應天機。風雲時動、神龍飛。 

『歴代名畫記』卷五敍歴代能畫人名晉戴逵戴勃戴顒 

彦遠曰……至如安道濳思於帳内、仲若懸知其臂胛、何天機神巧也。 
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・擬迹巣由 

『後漢書』傳五十一黄瓊傳 

誠遂欲枕山棲谷、擬跡巣由、斯則可矣。若當輔政濟民、今其時也。 

『史記』卷六十一伯夷列傳 

説者曰、堯讓天下於許由、許由不受、恥之逃隱。 

正義云、皇甫謐高士傳云、許由字武仲。堯聞致天下而讓焉、乃退而遁於中嶽潁水

之陽、箕山之下隱。堯又召爲九州長、由不欲聞之、洗耳於潁水濱。時有巣父牽犢

欲飲之、見由洗耳、問其故。對曰、堯欲召我爲九州長、惡聞其聲、是故洗耳。巣

父曰、子若處高岸深谷、人道不通、誰能見子。子故浮游、欲聞求其名譽。汚吾犢

口。牽犢上流飲之。許由歿、葬此山、亦名許由山。 

 

・放情林壑 

『晉書』卷七十九謝安傳 

寓居會稽、與王羲之及高陽許詢、桑門支遁遊處、出則漁弋山水、入則言詠屬文、無

處世意。……安雖放情丘壑、然毎游賞、必以妓女從。 

『文選』卷二十二謝靈運石壁精舍還湖中作 

出谷日尚早、入舟陽已微。林壑斂暝色、雲霞收夕霏。 

 

・與琴酒而俱適 

『鮑氏集』卷五和王丞 

性好必齊遂、迹幽非妄傳。滅志身世表、藏名琴酒間。  

また「神飛揚 及び 思浩蕩」注に擧げた宗炳「畫山水序」に「間居理氣、拂觴鳴

琴」とあるのを參照。 

 

・縱烟霞而獨徃 

『藝文類聚』卷一天部上風齊謝朓擬風賦 

子雲寂寞、叔夜髙張。烟霞潤色、荃荑結芳。斯則幽人之風也 

『藝文類聚』卷三十七人部隠逸下齊孔稚珪褚先生百玉碑 

先生浩浩、唯神其道。泉石依情、煙霞入抱。祕影窮岫、孤栖幽草。心圖上玄、志通

大造。 

『莊子』外篇在宥 

出入六合、遊乎九州、獨往獨來、是謂獨有。獨有之人、是謂至貴。 

『嵆中散集』卷一兄秀才公穆入軍贈詩十九首其十七 

琴詩自樂、遠遊可珍。含道獨往、棄智遺身。寂乎無累、何求於人。長寄靈岳、怡志

養神。 
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・意遠迹高 

『晉書』卷四十九向秀思舊賦 

余與嵆康、呂安居止接近、其人並有不羈之才。嵆意遠而疏、呂心曠而放、其後竝以

事見法。 

『弘明集』卷五慧遠三報論 

或有欲匡主救時、道濟生民、擬歩高跡、志在立功。 

 

・著于篇 

『史記』卷百十七司馬相如傳論 

余采其語可論者著于篇。 
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